
登録レジメン№ 適応疾患名 レジメン名
登録レジメン№：　１－１ 　非小細胞肺癌 ＣＢＤＣＡ＋weeklyＰＴＸ併用療法

登録レジメン№：　１－２ 　非小細胞肺癌 ＣＢＤＣＡ＋ＰＴＸ併用療法

登録レジメン№：　　２－２ 　乳癌 DTX７５単独療法（乳癌）

登録レジメン№：　　３－１ 　小細胞・非小細胞肺癌 ＣＢＤＣＡ＋ＶＰ-１６併用療法

登録レジメン№：　　４－１ 　小細胞肺癌 ＣＢＤＣＡ＋ＣＰＴ-１１　weekly併用療法

登録レジメン№：　５－１ 　小細胞肺癌 ＣＤＤＰ＋ＶＰ-１６併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

登録レジメン№：　5－2 　小細胞肺癌(限局型) RT+ＣＤＤＰ＋ＶＰ-１６併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

登録レジメン№：　５－３ 　小細胞肺癌 ＣＤＤＰ＋ＶＰ-１６併用療法[short hydration]

登録レジメン№：　　６－１ 　非小細胞肺癌 ＣＤＤＰ＋ＣＰＴ-１１併用療法（ＮＳＣＬＣ）＋[アプレピタント（イメンドcap）]

登録レジメン№：　　６－２ 　小細胞肺癌 ＣＤＤＰ＋ＣＰＴ-１１併用療法（ＳＣＬＣ）＋[アプレピタント（イメンドcap）]

登録レジメン№：　　７－１ 　非小細胞肺癌 ＣＤＤＰ＋ＮＶＢ（ＶＮＲ）併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

登録レジメン№：　　８－１ 　非小細胞肺癌 ＣＤＤＰ＋DTX併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

登録レジメン№：　　９－１ 　悪性胸膜中皮腫 ＣＤＤＰ＋PEM併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

登録レジメン№：　　１０－１ 　非小細胞肺癌 ＮＶＢ（ＶＮＲ）単独療法

登録レジメン№：　　１１－1 　再発小細胞肺がん (再発)ＡＭＲ単独療法

登録レジメン№：　　１２－１ 　非小細胞肺癌 ＰＴＸ weekly単独療法（肺癌）

登録レジメン№：　　１２－２ 乳癌 ＰＴＸ weekly単独療法（乳癌）

登録レジメン№：　　１３－１ 　非小細胞肺癌 ＧＥＭ単独療法

登録レジメン№：　　１４－１ 　　非小細胞肺癌 ＣＰＴ-１１単独療法

登録レジメン№：　　１４－2 　　非小細胞肺癌 ＣＰＴ-１１単独療法

登録レジメン№：　　１５－１ 　非小細胞肺癌 ＣＢＤＣＡ＋ＧＥＭ併用療法

登録レジメン№：　　１６－１ 乳癌 ＦＥＣ７５（ＥＰＩＲ＋ＣＰＡ＋５-ＦＵ）併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

登録レジメン№：　　１６－２ 乳癌 ＦＥＣ１００（ＥＰＩＲ＋ＣＰＡ＋５-ＦＵ）併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

登録レジメン№：　　１８－１ 　転移性乳癌（ＨＥＲ２過剰発現） トラスツズマブweekly 単独療法

登録レジメン№：　　１８－２ 　転移性乳癌（ＨＥＲ２過剰発現） トラスツズマブ単独療法

登録レジメン№：　　１９－１ 　非小細胞肺癌 PEM単独療法

登録レジメン№：　２０－１ 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） ベバシズマブ＋ＣＢＤＣＡ＋ＰＴＸ併用療法（ACP療法）

登録レジメン№：　２１－１ 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） ベバシズマブ単独療法（他剤との併用療法後の継続治療）

登録レジメン№：　　２３－１ 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） DTX（ＴＸＴ）＋ベバシズマブ併用療法

登録レジメン№：　　２４－１ 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） PEM＋ベバシズマブ併用療法

登録レジメン№：　　２５－１ 　非小細胞肺癌 ＣＤＤＰ＋ＧＥＭ併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

登録レジメン№：　　２６－１ 乳癌 weeklyパクリタキセル(PTX) ＋トラスツズマブ weekly併用療法（乳癌）



登録レジメン№ 適応疾患名 レジメン名
登録レジメン№：　　２６－２ 乳癌 パクリタキセル(PTX)weekly＋トラスツズマブ triweekly併用療法（乳癌）

登録レジメン№：　　28－１ 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） ベバシズマブ＋ＣＢＤＣＡ＋ＧＥＭ併用療法

登録レジメン№：　　29－１ 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） ベバシズマブ＋ＡＭＲ併用療法

登録レジメン№：　　31－1 　乳癌（進行・再発、術前・術後） TC療法（乳癌）

登録レジメン№：　　32－１ 　小細胞肺癌 ノギテカン(ハイカムチン)単独療法

登録レジメン№：　33-1 　StageⅢB/Ⅳ非小細胞肺癌 ＣＢＤＣＡ＋エスワンタイホウ(TS-1) 併用療法

登録レジメン№：　33-2 　StageⅢB/Ⅳ非小細胞肺癌 ＣＢＤＣＡ＋エスワンタイホウ(TS-1) 併用療法(TS-1隔日投与法）

登録レジメン№：　　３４－１ 　　転移性乳癌（ＨＥＲ２過剰発現） DTX75＋トラスツズマブ併用療法（乳癌）

登録レジメン№：　37－１ 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） ベバシズマブ+CBDCA＋PEM併用療法

登録レジメン№：　３８－１ 　非小細胞肺癌 ベバシズマブ＋ＣＢＤＣＡ＋weeklyＰＴＸ併用療法

登録レジメン№：　39－１ 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） CBDCA＋PEM併用療法

登録レジメン№：　　40－１ 手術不能又は再発乳がん（ＨＥＲ２陽性） ペルツズマブ(パージェタ)＋DTX75＋トラスツズマブ併用療法（乳癌）

登録レジメン№：　　4１－１ 手術不能又は再発乳がん（ＨＥＲ２陽性） ペルツズマブ(パージェタ)＋トラスツズマブ併用療法（乳癌）

登録レジメン№：　　4１－2 手術不能又は再発乳がん（ＨＥＲ２陽性） 初回　ペルツズマブ(パージェタ)＋トラスツズマブ併用療法（乳癌）

登録レジメン№：　４２－１ 　非小細胞肺癌 ＣＢＤＣＡ＋weeklyアブラキサン(アルブミン含ＰＴＸ)併用療法

登録レジメン№：　４３－１ 　非小細胞肺癌 RT(放射線)＋ＣＤＤＰ＋ＶＮＲ併用療法

登録レジメン№：　４４－１ 　非小細胞肺癌 RT（放射線）＋weekly ＣＢＤＣＡ＋ＰＴＸ併用療法

登録レジメン№：　４５－１ 　非小細胞肺癌 RT(放射線)＋少量ＣＢＤＣＡ併用療法

登録レジメン№：　４６－１ 非小細胞肺癌 ベバシズマブ＋ＣＤＤＰ＋PEM併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

登録レジメン№：　４７－１ 手術不能、転移再発乳癌 ベバシズマブ＋PTX併用療法（乳癌）

登録レジメン№：　４８－１ 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） エルロチニブ＋ベバシズマブ併用療法

登録レジメン№：　　４９－１ 　非小細胞肺癌・乳癌 DTX60（ＴＸＴ）単独療法（アルコール禁の患者に適応可能）

登録レジメン№：　　５０－１ 　非小細胞肺癌 ＲＴ（放射線）＋ＣＤＤＰ＋DTX併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

登録レジメン№：　　５１－１ 　非小細胞肺癌 ＣＤＤＰ＋エスワンタイホウ配合OD錠(TS-1)併用療法

登録レジメン№：　　５２－１ 手術不能又は再発乳がん エリブリン(ハラヴェン)単独療法

登録レジメン№：　　５３－１ 手術不能又は再発乳癌 （乳癌）ＧＥＭ単独療法

登録レジメン№：　　５４－１ 手術不能又は再発乳癌 （乳癌）ＶＮＲ単独療法

登録レジメン№：　　５５－１ 手術不能又は再発乳がん（ＨＥＲ２陽性） ペルツズマブ(パージェタ)＋ビノレルビン(VNR)＋トラスツズマブ併用療法（乳癌）

登録レジメン№：　５６－１ 切除法不能な 進行・再発の非小細胞肺がん ニボルマブ（オプジーボ）単独療法

登録レジメン№：　５６－２ 切除法不能な 進行・再発の非小細胞肺がん ニボルマブ（オプジーボ）単独療法(4週間毎)

登録レジメン№：　５７－１ 切除法不能な 進行・再発の非小細胞肺がん ラムシルマブ（RAM） +DTX療法

登録レジメン№：　５７－２ 切除法不能な 進行・再発の非小細胞肺がん ラムシルマブ（RAM） +DTX療法（外来）



登録レジメン№ 適応疾患名 レジメン名
登録レジメン№：　５８－１ PDL1陽性の切除不能な 進行・再発の非小細胞肺がん ペムブロリズマブ（キイトルーダ）単独療法

登録レジメン№：　５８－２ PDL1陽性の切除不能な 進行・再発の非小細胞肺がん ペムブロリズマブ（キイトルーダ）単独療法(6週間毎)

登録レジメン№：　５８－３
・PD-L1陽性のホルモン受容体陰性かつHER2陰性の手術不能又は再発乳癌
・高リスクの早期トリプルネガティブ乳癌

ペムブロリズマブ（キイトルーダ）単独療法(乳癌)

登録レジメン№：　５８－４
・PD-L1陽性のホルモン受容体陰性かつHER2陰性の手術不能又は再発乳癌
・高リスクの早期トリプルネガティブ乳癌

ペムブロリズマブ（キイトルーダ）単独療法(6週間毎)(乳癌)

登録レジメン№：　　５９－１ 乳癌（術後化学療法） dose-dence EC　→　PTX(EC)療法

登録レジメン№：　　５９－２ 乳癌（術後化学療法） dose-dence EC　→　PTX(EC)療法

登録レジメン№：　６０－１ 　非小細胞肺癌 weeklyアブラキサン(アルブミン含ＰＴＸ)単剤療法

登録レジメン№：　　61－１ 　小細胞肺癌 ＣＢＤＣＡ＋ＣＰＴ-１１療法（SCLC）

登録レジメン№：　６２－１ HER2陽性の手術不能又は再発乳癌 トラスツズマブ　エムタンシン(カドサイラ)単独療法

登録レジメン№：　６３－１ 　乳癌（術後化学療法） TC+Tmab療法（乳癌）

登録レジメン№：　６４－１ 　乳癌 アブラキサン(アルブミン含ＰＴＸ)単独療法

登録レジメン№：　６５－１ 切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 進展型小細胞肺癌（維持療法） アテゾリズマブ（テセントリク）単独療法(3週毎)

登録レジメン№：　６７－１ 手術不能又は再発乳がん エリブリン＋T-mab療法

登録レジメン№：　６８－１ 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） ペムブロリズマブ＋CBDCA＋PEM併用療法

登録レジメン№：　６８－２ 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） ペムブロリズマブ＋PEM併用療法(維持療法)

登録レジメン№：　６９－１ 　小細胞肺癌(進展型) アテゾリブマブ+ＣＢＤＣＡ＋ＶＰ-１６併用療法

登録レジメン№：　７０－１ 　進展型小細胞肺癌 デュルバルマブ+ＣＢＤＣＡ＋ＶＰ-１６併用療法

登録レジメン№：　７０－２ 進展型小細胞肺癌 デュルバルマブ+CDDP＋ＶＰ-１６併用療法

登録レジメン№：　７０－３
・ED-SCLCにおけるDUR+白金製剤+VP-16併用療法後の維持療法
・切除不能な局所進行のNSCLCにおける根治的化学放射線療法後の維持療法

デュルバルマブ（イミフィンジ）単独療法(維持療法)

登録レジメン№：　７１－１ 非小細胞肺がん アテゾリズマブ＋CBDCA+PTX+BEV併用療法

登録レジメン№：　７１－２ 非小細胞肺がん アテゾリズマブ+BEV併用療法

登録レジメン№：　７２－１ 非小細胞肺癌(扁平上皮癌) ペムブロリズマブ＋CBDCA＋アブラキサン(アルブミン含PTX)併用療法

登録レジメン№：　７２－２ 非小細胞肺癌(扁平上皮癌) ペムブロリズマブ＋CBDCA＋PTX併用療法

登録レジメン№：　７３－１ 非小細胞肺がん アテゾリズマブ＋CBDCA＋PEM併用療法

登録レジメン№：　７３－２ 非小細胞肺がん アテゾリズマブ+ＣＤＤＰ＋PEM併用療法＋[アプレピタント]

登録レジメン№：　７３－３ 非小細胞肺がん アテゾリズマブ＋PEM併用療法(維持療法)

登録レジメン№：　７４－１ 非小細胞肺がん アテゾリズマブ＋CBDCA+nab-PTX併用療法

登録レジメン№：　７５－１ HER2陽性の手術不能又は再発乳癌 トラスツズマブ　デルクステカン (エンハーツ)単独療法

登録レジメン№：　７６－１ 乳癌 アテゾリズマブ＋アブラキサン(アルブミン含PTX)併用療法

登録レジメン№：　７７－１ 切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 タルセバ＋ラムシルマブ併用療法

登録レジメン№：　７８－１
・切除法不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・化学療法未治療の切除不能な悪性胸膜中皮腫

ニボルマブ（オプジーボ）+イピリムマブ(ヤーボイ)併用療法

登録レジメン№：　７８－２
・切除法不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・化学療法未治療の切除不能な悪性胸膜中皮腫

ニボルマブ（オプジーボ/２週毎）+イピリムマブ(ヤーボイ)併用療法



登録レジメン№ 適応疾患名 レジメン名
登録レジメン№：　７９－１ 切除法不能な進行・再発の 非小細胞肺がん(非扁平上皮癌) ニボルマブ（オプジーボ）+イピリムマブ(ヤーボイ)+CBDCA+PEM併用療法

登録レジメン№：　８０－１ 切除法不能な進行・再発の 非小細胞肺がん(非扁平上皮癌) ニボルマブ（オプジーボ）+イピリムマブ(ヤーボイ)+CDDP+PEM併用療法

登録レジメン№：　８１－１ 切除法不能な進行・再発の 非小細胞肺がん(扁平上皮癌) ニボルマブ（オプジーボ）+イピリムマブ(ヤーボイ) +CBDCA+PTX併用療法

登録レジメン№：　８２－１ PD-L1陽性のホルモン受容体陰性かつHER2陰性の手術不能又は再発乳癌 ペムブロリズマブ+ＣＢＤＣＡ＋ＧＥＭ併用療法

登録レジメン№：　８３－１ PD-L1陽性のホルモン受容体陰性かつHER2陰性の手術不能又は再発乳癌 ペムブロリズマブ(6週間隔)+アブラキサン(アルブミン含ＰＴＸ)併用療法

登録レジメン№：　８４－１ PD-L1陽性のホルモン受容体陰性かつHER2陰性の手術不能又は再発乳癌 ペムブロリズマブ(６週間隔)+ＰＴＸ 併用療法

登録レジメン№：　８５－１ 　乳癌（進行・再発、術前・術後） EC療法

登録レジメン№：　８６－１ 高リスクの早期トリプルネガティブ乳癌 ペムブロリズマブ＋PTX＋CBDCA併用療法(乳癌)

登録レジメン№：　８７－１ 高リスクの早期トリプルネガティブ乳癌 ペムブロリズマブ(キイトルーダ)+EC併用療法

登録レジメン№：　８８－１ 非小細胞肺がんにおける術前補助療法 ニボルマブ（オプジーボ）+CBDCA+PTX併用療法

登録レジメン№：　８９－１ 　切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 デュルバルマブ+トレメリムマブ+ＣＢＤＣＡ＋ weeklyアブラキサン(アルブミン含ＰＴＸ)併用療法(初回)

登録レジメン№：　８９－１－２ 　切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 デュルバルマブ+トレメリムマブ+ＣＢＤＣＡ＋weeklyアブラキサン (アルブミン含ＰＴＸ)併用療法(忍容性良好の2回目以降)

登録レジメン№：　９０－１ 　切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 デュルバルマブ+トレメリムマブ+ＣＢＤＣＡ＋PEM併用療法（初回）

登録レジメン№：　９０－１－２ 　切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 デュルバルマブ+トレメリムマブ+ＣＢＤＣＡ＋PEM併用療法 (忍容性良好の2回目以降)

登録レジメン№：　９１－１ 　切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 デュルバルマブ+トレメリムマブ併用療法(5,6コース目用)

登録レジメン№：　９２－１ 　切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 デュルバルマブ+トレメリムマブ＋PEM併用療法(5,6コース目用)

登録レジメン№：　９３－１ 　切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 デュルバルマブ＋PEM併用療法(7コース目以降用)

登録レジメン№：　９５－１ Ⅳ期EGFR変異(＋) 非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） ｵｼﾒﾙﾁﾆﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（導入療法）

登録レジメン№：　９６－１ Ⅳ期EGFR変異(＋) 非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） ｵｼﾒﾙﾁﾆﾌﾞ＋PEM併用療法（維持療法）

登録レジメン№：　９７ー１
・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん

【体重80kg未満】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第１コース）

登録レジメン№：　９７－１ー２
・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん

【体重80kg未満】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第２コース）

登録レジメン№：　９７－１ー３
・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん

【体重80kg未満】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第３、４コース）

登録レジメン№：　９７－１ー４
・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん

【体重80kg未満】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第５コース以降）

登録レジメン№：　９８ー１
・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん

【体重80kg以上】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第１コース）

登録レジメン№：　９８－１ー２
・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん

【体重80kg以上】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第２コース）

登録レジメン№：　９８－１ー３
・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん

【体重80kg以上】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第３、４コース）

登録レジメン№：　９８－１ー４
・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん

【体重80kg以上】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第５コース以降）

登録レジメン№：　９９－１ 化学療法歴のあるホルモン受容体陰性かつHER2陰性の手術不能又は再発乳癌 【体重85kgまで】サシツズマブ ゴビテカン(トロデルビ)療法

登録レジメン№：　１００－１ 化学療法歴のあるホルモン受容体 陽性 かつHER2陰性の手術不能又は再発乳癌 ダトポタマブ　デルクステカン (ダトロウェイ)療法

登録レジメン№：　１０１－１ がん化学療法後に増悪した小細胞肺癌 ダルラタマブ (イムデトラ)療法　第１コース

登録レジメン№：　１０１－２ がん化学療法後に増悪した小細胞肺癌 ダルラタマブ (イムデトラ)療法　第２コース以降

登録レジメン№：　１０２ー１  EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん 【体重80kg未満】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋ﾗｾﾞﾙﾁﾆﾌﾞ併用療法（第１コース）



登録レジメン№ 適応疾患名 レジメン名
登録レジメン№：　１０２ー２  EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん 【体重80kg未満】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋ﾗｾﾞﾙﾁﾆﾌﾞ併用療法（第２コース以降）

登録レジメン№：　１０３ー１  EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん 【体重80kg以上】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋ﾗｾﾞﾙﾁﾆﾌﾞ併用療法（第１コース）

登録レジメン№：　１０３ー２  EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん 【体重80kg以上】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋ﾗｾﾞﾙﾁﾆﾌﾞ併用療法（第２コース以降）

登録レジメン№： １０４ー1 がん化学療法後に増悪したHER2（ERBB2）遺伝子変異陽性の切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞ ﾃﾞﾙｸｽﾃｶﾝ(ｴﾝﾊｰﾂ)療法(肺がん)

登録レジメン№：　１０５－１ 切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 進展型小細胞肺癌（維持療法） アテゾリズマブ（テセントリク）単独療法（4週毎）

登録レジメン№：　１０６ー１
〇PD-L1≧50％の切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌
〇切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌における維持療法(セミプリマブ＋CBDCA＋PTX併用療法4コース

セミプリマブ単独（維持）療法

登録レジメン№：　１０７－１ 切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） セミプリマブ＋CBDCA＋PEM併用療法

登録レジメン№：　１０８－１ 切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 セミプリマブ＋CBDCA＋PTX併用療法

登録レジメン№：　１０９－１ 切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌における維持療法(セミプリマブ＋CBDCA＋PEM併用療法4コース後) セミプリマブ＋PEM維持療法



登録レジメン№：　１－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

day２、３ 内服 1日1回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

ｄay８、15   Ｒｐ）　① ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 2 A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

パロノセトロン点滴静注バッグ

パクリタキセル注

カルボプラチン注

パクリタキセル注

　　　ＡＵＣ＝５ 　ｄａｙ１

　ｄａｙ１、８、１５
パクリタキセル／ＰＴＸ

カルボプラチン注
カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

パクリタキセル注

１時間、点滴静
注

投与時間とルー
ト

４コー
ス

２８日
（4週間

毎）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

用　　量
（mg/㎡又は

AUC）
１時間、点滴静

注

ＣＢＤＣＡ＋weeklyＰＴＸ併用療法

７０　mg/㎡

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

１コース
の間隔

予  定
コース

数
投    与    日

適応疾患名 　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　１－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　② 5～10分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
点滴 ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　③ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　④ ３時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

day２、３ 内服 1日1回 デカドロン錠0.5ｍｇ １６ 錠

パクリタキセル注

カルボプラチン注

１時間、点滴静
注

　ｄａｙ１
カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

パロノセトロン点滴静注バッグ

パクリタキセル注
２００ mg/㎡

３時間、点滴静
注

　ｄａｙ１ ２１日
（３週間

毎）
４コース

パクリタキセル／ＰＴＸ

カルボプラチン注
　　　ＡＵＣ＝６

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルー
ト

投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ＣＢＤＣＡ＋ＰＴＸ併用療法

適応疾患名 　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　　２－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ドセタキセル点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

DTX７５単独療法（乳癌）

予測使用症例数 ：　乳癌 名／月

４コース

適応疾患名

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

投与時間とルート

ドセタキセル点滴静注
１時間、点滴静注 　ｄａｙ１

投    与    日

　　７５　mg/㎡
ドセタキセル／DTX

１コース
の間隔

予  定
コース数

グラニセトロンバッグ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

２１日
（３週間毎）



登録レジメン№：　　３－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 内服 化学療法開始開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ

60分以上前

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 2 A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 エトポシド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ ２０ ｍＬ  

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 1 A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 エトポシド注サンド ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

適応疾患名 　小細胞・非小細胞肺癌 予測使用症例数 ：

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日

２１～２８日
（３～４週間毎）

　ｄａｙ１，２，３

１コース
の間隔

予  定
コース数

名／月

　　　１００　mg/㎡

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

生理食塩液

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注

ＣＢＤＣＡ＋ＶＰ-１６併用療法

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

４～６
コース

　　　ＡＵＣ＝５ １時間、点滴静注
カルボプラチン注

　ｄａｙ１

１時間、点滴静注
エトポシド／ＶＰ－１６

エトポシド注



登録レジメン№：　　４－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１、８   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2-3,9-10 内服 1日1回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

適応疾患名

投    与    日

　ｄａｙ１、８

　ｄａｙ１、８

１コース
の間隔

カルボプラチン注

投与時間とルート
予  定

コース数

名／月予測使用症例数 ：

３０分、点滴静注

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液
イリノテカン／ＣＰＴ－１１

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ
　　　ＡＵＣ＝２

５０　mg/㎡

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注

１時間、点滴静注

ＣＢＤＣＡ＋ＣＰＴ-１１　weekly併用療法

２１日
（３週間毎）

４～６
コース

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

　小細胞肺癌



登録レジメン№：　５－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 エトポシド注 ｍｇ  

内服 ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ
90分以上前

  Ｒｐ）　③ ５００ ｍＬ  
硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
③の側管

  Ｒｐ）　⑤ １５分 50 ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　⑥ ２時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑦ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑧ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑨ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑧の側管

  Ｒｐ）　⑩ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　④ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

③の側管

ｄay4 内服 1日1回 デカドロン錠4ｍｇ ２ 錠

ソリタT-3号輸液

エトポシド／ＶＰ－１６

　　　８０　mg/㎡

１時間、点滴静注

ソリタT-3号輸液

　医　薬　品　名

２時間

エトポシド注

シスプラチン／ＣＤＤＰ ４～６
コース

生理食塩液

投与時間とルート 投    与    日

　ｄａｙ１，２，３　　１００　mg/㎡

１コース
の間隔

２１～２８日
（３～４週間毎）
※放射線治療
中は28日毎

２時間
ソリタT-3号輸液

 （　投 与 量  ）

２時間

パロノセトロン点滴静注バッグ

２時間、点滴静注 　ｄａｙ１

予  定
コース数

エトポシド注

適応疾患名

ＣＤＤＰ＋ＶＰ-１６併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

シスプラチン注

　小細胞肺癌 予測使用症例数 ：

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

名／月



登録レジメン№：　5－2

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 エトポシド注 ｍｇ  

内服 ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ
90分以上前

  Ｒｐ）　③ ５００ ｍＬ  
硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
③の側管

  Ｒｐ）　⑤ １５分 50 ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　⑥ ２時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑦ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑧ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑨ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑧の側管

  Ｒｐ）　⑩ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　④ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

③の側管

ｄay4 内服 1日1回 デカドロン錠4ｍｇ 2 錠

エトポシド注

２時間
ソリタT-3号輸液

パロノセトロン点滴静注バッグ

２時間
ソリタT-3号輸液

生理食塩液

　ｄａｙ１，２，３
エトポシド／ＶＰ－１６

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

２時間
ソリタT-3号輸液

シスプラチン注
　　　８０　mg/㎡ ２時間、点滴静注 　ｄａｙ１ ２１～２８日

（３～４週間毎）
※放射線治療
中は28日毎

４コース
シスプラチン／ＣＤＤＰ

エトポシド注
　　１００　mg/㎡ １時間、点滴静注

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

RT+ＣＤＤＰ＋ＶＰ-１６併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

適応疾患名 　小細胞肺癌(限局型) 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　５－３

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 内服 ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ

90分以上前

  Ｒｐ）　① １５分 50 ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 エトポシド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ５００ ｍＬ  
硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
③の側管

  Ｒｐ）　⑤ 1時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑥ １時間 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑦ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

＊針穿刺からシスプラチンの投与終了までに1L程度の経口補液を行う

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay4 内服 1日1回 デカドロン錠4ｍｇ ２ 錠

エトポシド注

ソリタT-3号輸液

パロノセトロン点滴静注バッグ

生理食塩液

１時間、点滴静注 　ｄａｙ１，２，３

２１～２８日
（３～４週間毎）
※放射線治療
中は28日毎エトポシド／ＶＰ－１６

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

1時間
ソリタT-3号輸液

シスプラチン注
　　　８０　mg/㎡ ２時間、点滴静注 　ｄａｙ１ ４～６

コース
シスプラチン／ＣＤＤＰ

エトポシド注
　　１００　mg/㎡

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ＣＤＤＰ＋ＶＰ-１６併用療法[short hydration]

適応疾患名 　小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　　６－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 内服 点滴開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ

直前

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ５００ ｍＬ  
硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
③の側管

  Ｒｐ）　⑤ ２時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑥ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑦ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑧ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑦の側管

  Ｒｐ）　⑨ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

②の側管

ｄay４ 内服 1日1回 デカドロン錠4ｍｇ ２ 錠

ｄay８、１５   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

day9,10, 内服 1日1回 デカドロン錠4ｍｇ ２ 錠
16,17

シスプラチン注

適応疾患名

パロノセトロン点滴静注バッグ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

ソリタT-3号輸液

１コース
の間隔

ソリタT-3号輸液

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

４コース
８０　mg/㎡

名／月　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ：

投与時間とルート

パロノセトロン点滴静注バッグ

生理食塩液

ソリタT-3号輸液２時間

シスプラチン／ＣＤＤＰ

イリノテカン／ＣＰＴ－１１

２時間

２時間

６０　mg/㎡
ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液

ＣＤＤＰ＋ＣＰＴ-１１併用療法（ＮＳＣＬＣ）＋[アプレピタント（イメンドcap）]

２８日
（４週間毎）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

２時間、点滴静注 　ｄａｙ１

１時間、点滴静注 　ｄａｙ１、８、１５

投    与    日
予  定

コース数



登録レジメン№：　　６－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 内服 点滴開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ

直前

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ５００ ｍＬ  
点滴 硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
③の側管

  Ｒｐ）　⑤ ２時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑥ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑦ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑧ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑦の側管

  Ｒｐ）　⑨ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

②の側管

ｄay4 内服 1日１回 デカドロン錠4ｍｇ ２ 錠

ｄay８、１５   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

day9,10, 内服 1日1回 デカドロン錠4ｍｇ ２ 錠
16,17

シスプラチン注

ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液
イリノテカン／ＣＰＴ－１１

　ｄａｙ１

６０　mg/㎡

ソリタT-3号輸液

２時間

生理食塩液

ソリタT-3号輸液２時間

シスプラチン／ＣＤＤＰ

 （　投 与 量  ）

ソリタT-3号輸液

　医　薬　品　名

パロノセトロン点滴静注バッグ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

４コース
２時間、点滴静注

適応疾患名 　小細胞肺癌

２８日
（４週間毎）１時間、点滴静注 　ｄａｙ１、８、１５

６０　mg/㎡

ＣＤＤＰ＋ＣＰＴ-１１併用療法（ＳＣＬＣ）＋[アプレピタント（イメンドcap）]

パロノセトロン点滴静注バッグ

名／月予測使用症例数 ：

予  定
コース数

投    与    日
用　　量

（mg/㎡又はAUC）
投与時間とルート

１コース
の間隔

２時間



登録レジメン№：　　７－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ６～１０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ロゼウス注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

内服 ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ
90分以上前

  Ｒｐ）　④ ５００ ｍＬ  
点滴 硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
④の側管

  Ｒｐ）　⑥ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　⑥ ２時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑧ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑨ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑩ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑩の側管

  Ｒｐ）　⑪ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

②の側管

ｄay4 内服 1日１回 デカドロン錠4ｍｇ ２ 錠

ｄay８   Ｒｐ）　① ３０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ６～１０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ロゼウス注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 ソルデム３輸液 ２００ ｍＬ  
点滴

２時間 ソリタT-3号輸液

２時間

生理食塩液

適応疾患名 　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ：

投与時間とルート 投    与    日

シスプラチン注
　ｄａｙ１

４コース

１コース
の間隔

予  定
コース数

２５　mg/㎡
６～１０分
点滴静注

２時間、点滴静注

生理食塩液

ソリタT-3号輸液

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

８０　mg/㎡

名／月

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

パロノセトロン点滴静注バッグ

２時間

　ｄａｙ１，８

ＣＤＤＰ＋ＮＶＢ（ＶＮＲ）併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

ソリタT-3号輸液

ロゼウス注
ビノレルビン／ＮＶＢ（ＶＮＲ）

２１日
（３週間毎）

シスプラチン／ＣＤＤＰ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）



登録レジメン№：　　８－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 内服 点滴開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ

直前

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ドセタキセル点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ５００ ｍＬ  
点滴 硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
③の側管

  Ｒｐ）　⑤ ２時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑥ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑦ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑧ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑦の側管

  Ｒｐ）　⑨ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

②の側管

ｄay４ 内服 1日１回 デカドロン錠4ｍｇ ２ 錠

適応疾患名

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

　　８０　mg/㎡

ドセタキセル／DTX

ソリタT-3号輸液

１時間、点滴静注

２時間

シスプラチン注

ＣＤＤＰ＋DTX併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

２１日
（３週間毎） ４コース

　ｄａｙ１

シスプラチン／ＣＤＤＰ
ドセタキセル点滴静注

１コース
の間隔

　ｄａｙ１２時間、点滴静注

　非小細胞肺癌

投    与    日

 （　投 与 量  ）

　　６０　mg/㎡

投与時間とルート

２時間

　医　薬　品　名

パロノセトロン点滴静注バッグ

２時間
ソリタT-3号輸液

予  定
コース数

ソリタT-3号輸液

名／月

生理食塩液

予測使用症例数 ：



登録レジメン№：　　９－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  

点滴

内服 ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ
90分以上前

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
点滴 硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
②の側管

  Ｒｐ）　④ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　⑤ １０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 アリムタ注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑦ ２時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑧ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑨ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑩ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑨の側管

  Ｒｐ）　⑪ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

②の側管

ｄay４ 内服 １日１回 デカドロン錠4ｍｇ ２ 錠

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与
治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

筋注

予  定
コース数

　ｄａｙ１

ソリタT-3号輸液

パロノセトロン点滴静注バッグ

 （　投 与 量  ）　医　薬　品　名

２時間 ソリタT-3号輸液

生理食塩液

ソリタT-3号輸液

２時間

投与時間とルート

シスプラチン／ＣＤＤＰ

メチコバール注

２時間

アリムタ
ペメトレキセド／PEM

経口(分1、朝食後)1日1回1ｇ

１０分間、点滴静注

適応疾患名

ＶＢ12（1000μg）
1回２A

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

　悪性胸膜中皮腫

葉酸(0.5mg)

　　５００　mg/㎡

パンビタン末

ＣＤＤＰ＋PEM併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

２１日
（３週間毎）

4コース

投    与    日
１コース
の間隔

　　　７５　mg/㎡ ２時間、点滴静注

名／月

　ｄａｙ１

予測使用症例数 ：



登録レジメン№：　　１０－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１、８   Ｒｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 ソルデム３輸液 ２００ ｍＬ  
点滴

名／月

２１日
（３週間毎）

　ｄａｙ１，８

ＮＶＢ（ＶＮＲ）単独療法

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ：

ビノレルビン／ＮＶＢ（ＶＮＲ）

１コース
の間隔

予  定
コース数

ロゼウス注
　　　　２５　mg/㎡ １０分　点滴静注

適応疾患名

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日

生理食塩液

ロゼウス注



登録レジメン№：　　１１－1

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay1   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② ５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 カルセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2、3   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② ５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 カルセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

(再発)ＡＭＲ単独療法

適応疾患名 　再発小細胞肺がん 予測使用症例数 ： 名／月

２１
（３週間毎）アムルビシン／AMR

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
パロノセトロン点滴静注バッグ

生理食塩液

カルセド注
４０　mg/㎡ 　静注 　ｄａｙ１，２，３



登録レジメン№：　　１２－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay1、8、15   Ｒｐ）　① 15分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ＰＴＸ weekly単独療法（肺癌）

パクリタキセル注
８０　mg/㎡ １時間、点滴静注

２８日
（４週間毎）パクリタキセル／ＰＴＸ

予測使用症例数 ：

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

適応疾患名

パクリタキセル注

４コース

１コース
の間隔

予  定
コース数

　ｄａｙ１，８，15

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

　非小細胞肺癌 名／月

投与時間とルート 投    与    日

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）



登録レジメン№：　　１２－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay1、8、15   Ｒｐ）　① １５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ＰＴＸ weekly単独療法（乳癌）

名／月

４コース

１コース
の間隔

予  定
コース数

予測使用症例数 ：

投    与    日

２１日
（３週間毎）

パクリタキセル注

 （　投 与 量  ）　医　薬　品　名

８０　mg/㎡ １時間、点滴静注 　ｄａｙ１，８，１５

適応疾患名

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

パクリタキセル／ＰＴＸ
パクリタキセル注

乳癌

投与時間とルート



登録レジメン№：　　１３－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
１、８、１５ 点滴 ２ A

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ゲムシタビン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

デキサート注3.3mg

２８日
（４週間毎）

 （　投 与 量  ）　医　薬　品　名

　３０分、点滴静注 　ｄａｙ１，８，１５

生理食塩液

ＧＥＭ単独療法

適応疾患名 　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

１コース
の間隔

投    与    日
予  定

コース数
投与時間とルート

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

ゲムシタビン注
　　１,０００　mg/㎡

ゲムシタビン／ＧＥＭ



登録レジメン№：　　１４－１

□： 専用処方箋を印刷（１０名以上／月が目安）

□： 病棟で専用処方箋にプリンタ出力

□： 申請のみ（まれな症例で上記以外）

　　［注意］処方箋印刷に約１ヶ月、病棟出力に約１週間の期間が必要です。それまでは手書きとなります。

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay1、8、15   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍｌ  
点滴 ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

day2-3、9-10、16-17 内服 １日１回 デカドロン錠0.5ｍｇ １６ 錠

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

１時間、点滴静注

パロノセトロン点滴静注バッグ

６０　mg/㎡ 　ｄａｙ１、８、１５
２８日

（４週間毎）

適応疾患名 　　非小細胞肺癌

イリノテカン／ＣＰＴ－１１
ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート

名／月

投    与    日

ＣＰＴ-１１単独療法

予測使用症例数 ：

１コース
の間隔

予  定
コース数



登録レジメン№：　　１４－2

□： 専用処方箋を印刷（１０名以上／月が目安）

□： 病棟で専用処方箋にプリンタ出力

□： 申請のみ（まれな症例で上記以外）

　　［注意］処方箋印刷に約１ヶ月、病棟出力に約１週間の期間が必要です。それまでは手書きとなります。

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay1、8、15   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍｌ  
点滴 ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

day2-3、9-10、16-17 内服 １日１回 デカドロン錠0.5ｍｇ １６ 錠

ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液
100　mg/㎡ １時間、点滴静注 　ｄａｙ１、８、１５

２８日
（４週間毎）

投    与    日

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
パロノセトロン点滴静注バッグ

予  定
コース数

１コース
の間隔

ＣＰＴ-１１単独療法

イリノテカン／ＣＰＴ－１１

適応疾患名 　　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート



登録レジメン№：　　１５－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ゲムシタビン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

day2-3 内服 １日１回 デカドロン錠0.5ｍｇ １６ 錠

ｄay８   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ゲムシタビン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

 （　投 与 量  ）　医　薬　品　名

生理食塩液

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

4～6
コース

　　１,０００　mg/㎡

　　　ＡＵＣ＝５

１コース
の間隔

予  定
コース数

ＣＢＤＣＡ＋ＧＥＭ併用療法

適応疾患名 　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

ゲムシタビン注
２１日

（３週間毎）

カルボプラチン注
カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

ゲムシタビン／ＧＥＭ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

　３０分、点滴静注 ｄａｙ１，８

　６０分、点滴静注 ｄａｙ１ 

投与時間とルート 投    与    日



登録レジメン№：　　１６－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 内服 点滴開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ

ｴﾝﾄﾞｷｻﾝの１時間前

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　② １０～１５分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
エンドキサン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ １５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ５－ＦＵ注1000mg ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

ｄay2～4 内服 1日回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

適応疾患名

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート

　ｄａｙ１

　ｄａｙ１

　　　７５　mg/㎡

乳癌

エピルビシン塩酸塩注

３０分、点滴静注

予  定
コース数

１０～１５分
点滴静注

　ｄａｙ１

投    与    日
１コース
の間隔

エンドキサン注
　　５００　mg/㎡

エピルビシン塩酸塩注

　医　薬　品　名

注意事項：アントラサイクリン系未治療例で、総投与量が９００mg/㎡以上でうっ血性心不
全の危険性

１５分、点滴静注

パロノセトロン点滴静注バッグ

 （　投 与 量  ）

ＦＥＣ７５（ＥＰＩＲ＋ＣＰＡ＋５-ＦＵ）併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

シクロホスファミド／CPA
５－ＦＵ注

　　５００　mg/㎡

２１日
（３週間毎）

エピルビシン／EPＩR

フルオロウラシル／５-ＦＵ

予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　　１６－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 内服 点滴開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ

ｴﾝﾄﾞｷｻﾝの１時間前

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　② １０～１５分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
エンドキサン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ １５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ５－ＦＵ注1000mg ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

ｄay2～4 内服 1日2回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

パロノセトロン点滴静注バッグ

エピルビシン塩酸塩注

エンドキサン注 ２１日
（３週間毎）

エピルビシン／EPＩR

シクロホスファミド／CPA
５－ＦＵ注

　ｄａｙ１

注意事項：アントラサイクリン系未治療例で、総投与量が９００mg/㎡以上でうっ血性心不
全の危険性

フルオロウラシル／５-ＦＵ

３０分、点滴静注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

１０～１５分
点滴静注

　　５００　mg/㎡ １５分、点滴静注 　ｄａｙ１

　　５００　mg/㎡

　　１００　mg/㎡

ＦＥＣ１００（ＥＰＩＲ＋ＣＰＡ＋５-ＦＵ）併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

投    与    日

名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

１コース
の間隔

予  定
コース数

適応疾患名 乳癌 予測使用症例数 ：

投与時間とルート

　ｄａｙ１
エピルビシン塩酸塩注



登録レジメン№：　　１８－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

day １   Ｒｐ）　① １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ９０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 トラスツズマブBS点滴静注用 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

９０分点滴静注

適応疾患名 　転移性乳癌（ＨＥＲ２過剰発現）

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

　初回のみ：４mg/kg

２回目以降：２mg/kg

トラスツズマブ注
（トラスツズマブ）

トラスツズマブweekly 単独療法

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

７日
　（1週間毎）

名／月

予  定
コース数

　医　薬　品　名

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

予測使用症例数 ：

　ｄａｙ１

 （　投 与 量  ）



登録レジメン№：　　１８－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
day １   Ｒｐ）　① １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ９０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 トラスツズマブBS点滴静注用 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

トラスツズマブ単独療法

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

予測使用症例数 ： 名／月適応疾患名 　転移性乳癌（ＨＥＲ２過剰発現）

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

　初回：８mg/kg

２回目以降：６mg/kg

　医　薬　品　名

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

（トラスツズマブ）
９０分点滴静注トラスツズマブ注 ２１日

（３週間毎）

 （　投 与 量  ）

　ｄａｙ１
（忍容性良好で２回目以降30分でも可）



登録レジメン№：　　１９－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
day １   Ｒｐ）　① ２０分 生理食塩液 ５０ ｍｌ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １０分 生理食塩液 １００ ｍｌ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ

パンビタン末
ＶＢ12（1000μg）

２１日
（３週間毎）PEM

　　５００　mg/㎡

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与
治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

経口(分1、朝食後)

　ｄａｙ１

1回1000μg 筋注

１０分間、点滴静注

PEM単独療法

１コース
の間隔

予  定
コース数

予測使用症例数 ：　非小細胞肺癌

投与時間とルート

適応疾患名

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

ペメトレキセド

名／月

投    与    日
用　　量

（mg/㎡又はAUC）



登録レジメン№：　２０－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　② ３時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ ９０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2～3 内服 1日2回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

カルボプラチン注

ベバシズマブBS点滴静注用
（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

ベバシズマブ＋ＣＢＤＣＡ＋ＰＴＸ併用療法（ACP療法）

名／月適応疾患名 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） 予測使用症例数 ：

予  定
コース数

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

パクリタキセル注
２００　mg/㎡

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

ベバシズマブ注
１５　mg/ｋｇ

パクリタキセル／ＰＴＸ

ベバシズマブ／BEV

４コース

（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

３時間、点滴静注

　ｄａｙ１

　ｄａｙ１

パクリタキセル注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注
カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

　　　ＡＵＣ＝６

２１日
（３週間毎）

投与時間とルート 投    与    日

９０分、点滴静注 　ｄａｙ１

１コース
の間隔

１時間、点滴静注



登録レジメン№：　２１－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ９０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

生理食塩液

（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

９０分、点滴静注 　ｄａｙ１

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

ベバシズマブBS点滴静注用

２１日
（３週間毎）

ベバシズマブ注
１５　mg/ｋｇ

ベバシズマブ／BEV
なし

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

１コース
の間隔

予  定
コース数

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日

ベバシズマブ単独療法（他剤との併用療法後の継続治療）

名／月適応疾患名 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） 予測使用症例数 ：



登録レジメン№：　　２３－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ドセタキセル点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ９０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

生理食塩液

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

 （　投 与 量  ）

４コース

予  定
コース数

　ｄａｙ１

投    与    日

ドセタキセル／DTX（ＴＸＴ）
ドセタキセル点滴静注

６０　mg/㎡

適応疾患名 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く）

DTX（ＴＸＴ）＋ベバシズマブ併用療法

名／月

１コース
の間隔

２１日
（３週間毎）

予測使用症例数 ：

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート

１時間、点滴静注

ベバシズマブBS点滴静注用
（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

ベバシズマブ注
１５　mg/ｋｇ

９０分、点滴静注 　ｄａｙ１
ベバシズマブ／BEV （忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

　医　薬　品　名



登録レジメン№：　　２４－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
day １   Ｒｐ）　① ２０分 生理食塩液 ５０ ｍｌ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １０分 生理食塩液 １００ ｍｌ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ９０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

ベバシズマブ注
ベバシズマブ／BEV

葉酸(0.5mg)

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg

ベバシズマブBS点滴静注用

　医　薬　品　名

適応疾患名 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） 予測使用症例数 ：

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

　　５００　mg/㎡
PEM

名／月

２１日
（３週間毎）

（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

　ｄａｙ１

１５　mg/ｋｇ

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

筋注

1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

投    与    日
１コース
の間隔

投与時間とルート

PEM＋ベバシズマブ併用療法

予  定
コース数

ペメトレキセド

２１日
（３週間毎）

 （　投 与 量  ）

９０分、点滴静注 　ｄａｙ１

１０分間、点滴静注



登録レジメン№：　　２５－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 内服 点滴開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ

直前

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍｌ  
点滴 ゲムシタビン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 生理食塩液 ５００ ｍｌ  
点滴

  Ｒｐ）　④ ２時間 ５００ ｍＬ  
点滴 硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

④の側管

  Ｒｐ）　⑤ ２時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑥ １時間 生理食塩液 ５００ ｍｌ  
点滴

  Ｒｐ）　⑦ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑧ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑧の側管

  Ｒｐ）　⑨ ラシックス注20mg １ A  
静注

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

②の側管

ｄay４ 内服 1日１回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

ｄay８   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ゲムシタビン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

シスプラチン注

生理食塩液

シスプラチン／ＣＤＤＰ
ゲムシタビン注

ゲムシタビン／ＧＥＭ

２時間

ソリタT-3号輸液

適応疾患名 　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ：

医  　薬  　品  　名　　 　（
一般名 ／ 略語 ）

投    与    日

4～6
コース　ｄａｙ１，８

　ｄａｙ１

３０分、点滴静注　　１０００　mg/㎡

ＣＤＤＰ＋ＧＥＭ併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

予  定
コース数

　　８０　mg/㎡ ２時間、点滴静注

投与時間とルート

２１日

１コース
の間隔

名／月

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

 （　投 与 量  ）

ソリタT-3号輸液

２時間

ソリタT-3号輸液

生理食塩液

パロノセトロン点滴静注バッグ

　医　薬　品　名



登録レジメン№：　　２６－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay1、8、15   Ｒｐ）　① １５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ９０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 トラスツズマブBS点滴静注用 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

パクリタキセル注

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

weeklyパクリタキセル(PTX) ＋トラスツズマブ weekly併用療法（乳癌）

４コース

２回目以降：２mg/kg

　医　薬　品　名

　初回のみ：４mg/kg

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

２１日
（３週間毎）

　ｄａｙ１，８，１５

投    与    日

パクリタキセル注

乳癌

 （　投 与 量  ）

１コース
の間隔

９０分、点滴静注 　ｄａｙ１，８，１５トラスツズマブ注
トラスツズマブ/

名／月

８０ mg/㎡ １時間、点滴静注

適応疾患名 予測使用症例数 ：

パクリタキセル／ＰＴＸ

予  定
コース数

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート



登録レジメン№：　　２６－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay1   Ｒｐ）　① ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  
ポララミン注５ｍｇ １ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ９０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 トラスツズマブ注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

ｄay8、15   Ｒｐ）　① ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

ポララミン注５ｍｇ １ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

パクリタキセル注ＮＫ

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

適応疾患名

パクリタキセル／ＰＴＸ

パクリタキセル注

ハーセプチン 　初回のみ：８mg/kg

（トラスツズマブ）

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

投    与    日
予  定

コース数

　ｄａｙ１

８０ mg/㎡

９０分、点滴静注

パクリタキセル注

２１日
（３週間毎）

　ｄａｙ１，８，１５

 （　投 与 量  ）

パクリタキセル(PTX)weekly＋トラスツズマブ triweekly併用療法（乳癌）

　医　薬　品　名

２回目以降：６mg/kg

乳癌 名／月

１時間、点滴静注

予測使用症例数 ：

１コース
の間隔

投与時間とルート



登録レジメン№：　　28－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ゲムシタビン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ ９０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay２，３ 内服 1日１回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

ｄay８   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ゲムシタビン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ベバシズマブ／BEV （忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

２１日
（３週間毎）

ベバシズマブ注
　　１５　mg/ｋｇ

ゲムシタビン／ＧＥＭ

 ｄａｙ１ 

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

ゲムシタビン注
３０分、点滴静注

６０分、点滴静注

投与時間とルート

カルボプラチン注
　　　ＡＵＣ＝５

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

　　１,０００　mg/㎡

4～6
コース

９０分、点滴静注

 ｄａｙ１，８

 ｄａｙ１
なし

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

予  定
コース数

投    与    日
１コース
の間隔

ベバシズマブ＋ＣＢＤＣＡ＋ＧＥＭ併用療法

名／月適応疾患名 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） 予測使用症例数 ：

 （　投 与 量  ）　医　薬　品　名

ベバシズマブBS点滴静注用
（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

生理食塩液

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注



登録レジメン№：　　29－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay1   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② ５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 カルセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ９０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2、3   Ｒｐ）　① ３０分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② ５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 カルセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

適応疾患名 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） 予測使用症例数 ：

投与時間とルート 投    与    日

（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

　医　薬　品　名

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

パロノセトロン点滴静注バッグ

　ｄａｙ１

生理食塩液

ベバシズマブ＋ＡＭＲ併用療法

４～６
コース

　静注 　ｄａｙ１，２，３

予  定
コース数

カルセド注
　　４５　mg/㎡

ベバシズマブ／BEV

ベバシズマブBS点滴静注用

（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

 （　投 与 量  ）

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

９０分、点滴静注

名／月

なし
ベバシズマブ注

　　１５　mg/ｋｇ

１コース
の間隔

２１～２８日
（３～４週間毎）

アムルビシン／AMR



登録レジメン№：　　31－1

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 500 ｍＬ  
点滴 ドセタキセル点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ ３０分 生理食塩液 250 ｍＬ  
エンドキサン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2～4 内服 1日2回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

進行・再発がんに対しては、引き続きPDまで継続の場合あり

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

２１日
（３週間毎）

４コース
ドセタキセル／DTX

エンドキサン注
　　６００　mg/㎡ ３０分、点滴静注

　ｄａｙ１

名／月

１コース
の間隔

　乳癌（進行・再発、術前・術後）

１時間、点滴静注

　ｄａｙ１
シクロホスファミド／CPA

ドセタキセル点滴静注
　　７５　mg/㎡

予測使用症例数 ：

投    与    日

TC療法（乳癌）

適応疾患名

パロノセトロン点滴静注バッグ

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート
予  定

コース数



登録レジメン№：　　32－１

【プロトコールの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

  Ｒｐ）　① ３０分 生理食塩液生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍｌ  
点滴 ハイカムチン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

２１日

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

　　１　mg/㎡ 　３０分、点滴静注
ノギテカン塩酸塩／NGT

投与時間とルート

 ｄａｙ１､２､３､４､５
ハイカムチン

投    与    日

腎障害（Ｃｃｒ：20～39mL/分）では　　　　　初回投
与量は0.5mg/㎡/日

１コース
の間隔

予  定
コース数

ノギテカン(ハイカムチン)単独療法

名／月適応疾患名 　小細胞肺癌 予測使用症例数 ：

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）



登録レジメン№：　33-1

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay２，３ 内服 1日1回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

ｄay１～１５ 内服 朝･夕食後 エスワンタイホウ配合OD錠 （体表面積にあわせて）
day1夕食後に開始、day15朝食後終了

80mg/day
100mg/day

TS-1基準量

TS-1はけしてday１５以上にずれこまないように

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注

１．５㎡以上

80mg/day
100mg/day

　　　CBDCA減量はAUC5→AUC4

８０＞Ｃｃｒ≧６０の場合、上記基準量。それ以外は一段階減量を考慮

80～120　mg/day

120mg/day

50mg/day
体表面積 初回基準量 減量の目安

１．２５㎡未満
１．２５㎡～１．５㎡未満

ＣＢＤＣＡ＋エスワンタイホウ(TS-1) 併用療法

２１日
（３週間毎）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

名／月

エスワンタイホウ配合OD錠

予  定
コース数

適応疾患名 　StageⅢB/Ⅳ非小細胞肺癌 予測使用症例数 ：

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム

カルボプラチン注
　ｄａｙ１

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ
　　　ＡＵＣ＝５

40mg/m2/回、1日2回 内服　朝･夕食後

６０分、点滴静注

ｄａｙ１夕～
　day15朝まで



登録レジメン№：　33-2

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

内服 朝･夕食後 エスワンタイホウ配合OD錠 （体表面積にあわせて）

ｄay２，３ 内服 1日1回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

ＣＢＤＣＡ＋エスワンタイホウ(TS-1) 併用療法(TS-1隔日投与法）

名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

適応疾患名 　StageⅢB/Ⅳ非小細胞肺癌 予測使用症例数 ：

テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム

予  定
コース数

エスワンタイホウ配合OD錠

40mg/m2/回、1日2回 内服　朝･夕食後 ｄａｙ１夕～
２１日

（３週間毎）
　day21夕まで

カルボプラチン注

TS-1基準量

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

　　　ＡＵＣ＝５ ６０分、点滴静注 　ｄａｙ１

day1夕食後に開始、1週間に4日間隔日投与を１コースとし、それを１クール内に３コース行いday21夕食後終了

パロノセトロン点滴静注バッグ

１．２５㎡～１．５㎡未満 100mg/day 80mg/day

体表面積 初回基準量 減量の目安
１．２５㎡未満 80mg/day

TS-1はけしてday22以上にずれこまないように
　　　CBDCA減量はAUC5→AUC4

50mg/day

１ｗに4日間隔日

１．５㎡以上 120mg/day 100mg/day
８０＞Ｃｃｒ≧６０の場合、上記基準量。それ以外は一段階減量を考慮

カルボプラチン注

80～120　mg/day



登録レジメン№：　　３４－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ドセタキセル点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ９０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 トラスツズマブBS点滴静注用 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

予  定
コース数

名／月

生理食塩液

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

適応疾患名

DTX75＋トラスツズマブ併用療法（乳癌）

コース
トラスツズマブ注 　初回：８mg/kg ９０分点滴静注 　ｄａｙ１

予測使用症例数 ：

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

７５　mg/㎡ １時間、点滴静注
２１日

（３週間毎）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

（トラスツズマブ） ２回目以降：６mg/kg （忍容性良好で２回目以降30分でも可）

 （　投 与 量  ）

　　転移性乳癌（ＨＥＲ２過剰発現）

　医　薬　品　名

　ｄａｙ１
ドセタキセル／DTX

ドセタキセル点滴静注



登録レジメン№：　37－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ ９０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

　ｄａｙ１

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

ベバシズマブ注
１５　mg/ｋｇ

９０分、点滴静注
ベバシズマブ／BEV （忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

４～６
コース

２１日
（３週間毎）

１０分間、点滴静注
ペメトレキセド

PEM
　　５００　mg/㎡ 　ｄａｙ１

　　　ＡＵＣ＝６ １時間、点滴静注

投与時間とルート
１コース
の間隔

予  定
コース数

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投    与    日

名／月適応疾患名 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） 予測使用症例数 ：

ベバシズマブ+CBDCA＋PEM併用療法

パンビタン末

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg

カルボプラチン注

ベバシズマブBS点滴静注用
（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与

筋注
治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

２１日
（３週間毎）

４～６
コース

　ｄａｙ１



登録レジメン№：　３８－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ） ④ ９０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

ｄay８、15   Ｒｐ）　① ３０分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 2 A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）
１５ mg/kg

　　　ＡＵＣ＝５

パロノセトロン点滴静注バッグ

生理食塩液

パクリタキセル注

カルボプラチン注

ベバシズマブBS点滴静注用

（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

予  定
コース数

パクリタキセル注
７０　mg/㎡ １時間、点滴静注 　ｄａｙ１、８、１５

パクリタキセル／ＰＴＸ
２８日

（4週間毎）

ベバシズマブ注
ベバシズマブ／BEV

　ｄａｙ１

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート

パクリタキセル注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

カルボプラチン注

９０分、点滴静注 　ｄａｙ１

１時間、点滴静注

投    与    日
１コース
の間隔

ベバシズマブ＋ＣＢＤＣＡ＋weeklyＰＴＸ併用療法

４コース

適応疾患名 　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ



登録レジメン№：　39－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　② 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

２１日
（３週間毎）

CBDCA＋PEM併用療法

１コース
の間隔

適応疾患名 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） 予測使用症例数 ：

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投    与    日投与時間とルート

葉酸(0.5mg)

名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

１０分間、点滴静注
４～６
コース

　ｄａｙ１

予  定
コース数

ペメトレキセド
PEM

　　５００　mg/㎡

ＶＢ12（1000μg）

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与

２１日
（３週間毎）

パンビタン末
1日1回1ｇ

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ
　ｄａｙ１

筋注
治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

４～６
コース

1回1000μg

カルボプラチン注

　医　薬　品　名

経口(分1、朝食後)

 （　投 与 量  ）
パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注
ＡＵＣ＝６ １時間、点滴静注



登録レジメン№：　　40－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間 　医　薬　品　名
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  

点滴 １ A  
デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ドセタキセル点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）  ③ 約10分 生理食塩液 ５０  ｍＬ
         点滴

  Ｒｐ）　④ １時間 生理食塩液 250 ｍＬ
点滴 ペルツズマブ（パージェタ)注 ｍｇ

    （忍容性良好で２回目以降30分でも可）

  Ｒｐ）  ⑤ ９０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
　　　　点滴 トラスツズマブBS点滴静注用 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）
パージェタ注

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

生理食塩液

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

ポララミン注 ５ｍｇ

 （　投 与 量  ）

ドセタキセル／DTX
７５　mg/㎡ １時間、点滴静注

（トラスツズマブ）

予  定
コース数

ドセタキセル点滴静注

トラスツズマブ注 　初回：８mg/kg

２１日
（３週間毎）

６コース

適応疾患名 手術不能又は再発乳がん（ＨＥＲ２陽性） 予測使用症例数 ：

　ｄａｙ１

（ペルツズマブ） ２回目以降：420mg/body

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日

初回：840mg/body

ペルツズマブ(パージェタ)＋DTX75＋トラスツズマブ併用療法（乳癌）

１時間、点滴静注 　ｄａｙ１

２回目以降：６mg/kg

名／月

９０分点滴静注

１コース
の間隔

　ｄａｙ１



登録レジメン№：　　4１－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 50 ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  
１ A  

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 250 ｍＬ
点滴 ｍｇ

  Ｒｐ）  ③ ３０分 生理食塩液 250 ｍＬ  
　　　　点滴 トラスツズマブBS点滴静注用 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ペルツズマブ(パージェタ)＋トラスツズマブ併用療法（乳癌）

適応疾患名 手術不能又は再発乳がん（ＨＥＲ２陽性） 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

パージェタ注

予  定
コース数

２１日間
（３週間毎）

３０分 　ｄａｙ１
(前回、忍容性不良時１時間投与)

トラスツズマブ注
（トラスツズマブ）

３０分 　ｄａｙ１
(前回、忍容性不良時90分投与)

（ペルツズマブ）

ペルツズマブ（パージェタ)注

420mg/body

6mg/kg

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

ポララミン注 ５ｍｇ



登録レジメン№：　　4１－2

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 50 ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  
１ A  

  Ｒｐ）　② ６０分 生理食塩液 250 ｍＬ
点滴 ｍｇ

  Ｒｐ）  ③ ９０分 生理食塩液 250 ｍＬ  
　　　　点滴 トラスツズマブBS点滴静注用 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

840mg/body

２回目以降：420mg/body

初回　ペルツズマブ(パージェタ)＋トラスツズマブ併用療法（乳癌）

適応疾患名 手術不能又は再発乳がん（ＨＥＲ２陽性） 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

パージェタ注 ６０分点滴静注 　ｄａｙ１

２１日間
（３週間毎）

（ペルツズマブ） （忍容性良好で２回目以降30分でも可）
トラスツズマブ注 ９０分点滴静注 　ｄａｙ１
（トラスツズマブ） （忍容性良好で２回目以降30分でも可）

　初回：８mg/kg

２回目以降：６mg/kg

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

ポララミン注 ５ｍｇ

ペルツズマブ（パージェタ)注



登録レジメン№：　４２－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３.３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② ５分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ ５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑤ ６０分 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

ｄay８、15   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３.３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ５分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ＣＢＤＣＡ＋weeklyアブラキサン(アルブミン含ＰＴＸ)併用療法

適応疾患名 　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

アブラキサン注
１００　mg/㎡ ３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１、８、１５

２１日
（３週間毎）

4～6
コース

パクリタキセル／ＰＴＸ
カルボプラチン注

　　　ＡＵＣ＝６ ６０分間、点滴静注

（投与時、インラインフィルターは使用禁止)

　ｄａｙ１
カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
パロノセトロン点滴静注バッグ

アブラキサン注

生理食塩液

(投与時、インラインフィルターは使用禁止)

カルボプラチン注

生理食塩液

アブラキサン注

生理食塩液



登録レジメン№：　４３－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ６～１０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
①の側管 ロゼウス注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

内服 ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ
90分以上前

  Ｒｐ）　④ ２時間 ５００ ｍＬ  
硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
④の側管

  Ｒｐ）　⑥ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　⑦ ２時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑧ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑨ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑩ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑩の側管

  Ｒｐ）　⑪ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

②の側管

ｄay４ 内服 1日1回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

ｄay８   Ｒｐ）　① ３０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ６～１０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
①の側管 ロゼウス注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 ソルデム３輸液 ２００ ｍＬ  
点滴

RT(放射線)＋ＣＤＤＰ＋ＶＮＲ併用療法

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

２１日
（３週間毎）

４コース
シスプラチン／ＣＤＤＰ

ロゼウス注
２５　mg/㎡(ＲＴ併用)

適応疾患名 　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

６～１０分
点滴静注

　ｄａｙ１，８
ビノレルビン／ＮＶＢ（ＶＮＲ）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

予  定
コース数

シスプラチン注
８０　mg/㎡ ２時間、点滴静注 　ｄａｙ１

パロノセトロン点滴静注バッグ

２時間 ソリタT-3号輸液

ソリタT-3号輸液

生理食塩液

２時間 ソリタT-3号輸液

生理食塩液



登録レジメン№：　４４－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１、８   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
１５、２２ 点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  
２９、３６ ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2-3,9-10 内服 1日1回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠
16-17、23-24
30-31、37-38

パロノセトロン点滴静注バッグ

パクリタキセル注

カルボプラチン注

ｄａｙ１、８、１５、
      ２２、２９、３６カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

パクリタキセル注
４０　mg/㎡ １時間、点滴静注

ｄａｙ１、８、１５、
　　 ２２、２９、３６

４２日
（６週間）

１コース
パクリタキセル／ＰＴＸ

カルボプラチン注
　　　ＡＵＣ＝２ １時間、点滴静注

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

RT（放射線）＋weekly ＣＢＤＣＡ＋ＰＴＸ併用療法

適応疾患名 　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　４５－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

day1～20   Ｒｐ）　① 10分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② 30分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

カルボプラチン注

３０分、点滴静注
　ｄａｙ１～20
（休日は除く）カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

４週間
カルボプラチン注

　　　３０ｍｇ/ｍ
2

適応疾患名 　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

RT(放射線)＋少量ＣＢＤＣＡ併用療法



登録レジメン№：　４６－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  

点滴

内服 ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ
90分以上前

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

②の側管

  Ｒｐ）　④ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　⑤ １０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑦ ２時間 シスプラチン注 ｍｇ  
点滴 ◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑧ ９０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑨ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑩ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑪ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑩の側管

  Ｒｐ）　⑫ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

②の側管

ベバシズマブ注
１５　mg/ｋｇ

９０分、点滴静注 　ｄａｙ１

生理食塩液

（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

２時間

ベバシズマブ／BEV

２時間 ソリタT-3号輸液

パロノセトロン点滴静注バッグ

２時間 ソリタT-3号輸液

ベバシズマブBS点滴静注用

４～６
コース

ソリタT-3号輸液

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

１０分間、点滴静注

非小細胞肺癌 予測使用症例数 ：

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

２１日
（３週間毎）

　　５００　mg/㎡ 　ｄａｙ１
PEM

シスプラチン注
　　　７５　mg/㎡

シスプラチン／ＣＤＤＰ
ペメトレキセド

２時間、点滴静注 　ｄａｙ１

ベバシズマブ＋ＣＤＤＰ＋PEM併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

適応疾患名



登録レジメン№：　４７－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay1、15   Ｒｐ）　① ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ９０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay 8   Ｒｐ）　① ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 2 A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ベバシズマブ＋PTX併用療法（乳癌）

適応疾患名 手術不能、転移再発乳癌 予測使用症例数 ： 名／月

１コース
の間隔

予  定
コース数

パクリタキセル注

ベバシズマブBS点滴静注用
（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

パクリタキセル注

２８日
（４週間毎）

ベバシズマブ注
１０　mg/ｋｇ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日

ベバシズマブ／BEV （忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）
９０分、点滴静注 　ｄａｙ１，１５

パクリタキセル注
９０　mg/㎡ １時間、点滴静注 　ｄａｙ１，８，15

パクリタキセル／ＰＴＸ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）



登録レジメン№：　４８－１

【レジメンの内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１   Ｒｐ）　① １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ９０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

予  定
コース数

エルロチニブ
経口 ｄａｙ１～

タルセバ錠
１日１回１５０ｍｇ 連日

投与時間とルート

なし

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

１５　mg/ｋｇ
（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

ベバシズマブBS点滴静注用

ベバシズマブ注 ９０分、点滴静注 ２１日
（３週間毎）

なし
ベバシズマブ／BEV

１コース
の間隔

　ｄａｙ１

投    与    日

エルロチニブ＋ベバシズマブ併用療法

適応疾患名 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） 予測使用症例数 ：

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

名／月



登録レジメン№：　　４９－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ドセタキセル注点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

DTX60（ＴＸＴ）単独療法（アルコール禁の患者に適応可能）

適応疾患名 　非小細胞肺癌・乳癌 予測使用症例数 ： 名／月

２１日
（３週間毎）

４コース
ドセタキセル／DTX

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

ドセタキセル注
　　６０　mg/㎡ １時間、点滴静注 　ｄａｙ１



登録レジメン№：　　５０－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay 内服 点滴開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ
1 直前
8
29   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
36 点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ドセタキセル点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ２時間 ５００ ｍＬ  
点滴 硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
③の側管

  Ｒｐ）　⑤ ２時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑥ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑦ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑧ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑦の側管

  Ｒｐ）　⑨ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ
ｄay
２，３   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  

９，１０ 点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  
３０、３１
３７，３８   Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
②の側管

内服 1日1回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠ｄay４、１
１、３２、

ＲＴ（放射線）＋ＣＤＤＰ＋DTX併用療法＋[アプレピタント（イメンドcap）]

適応疾患名 　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

シスプラチン注
　　４０　mg/㎡ ２時間、点滴静注 　ｄａｙ１,8,29,36

シスプラチン／ＣＤＤＰ

投与時間とルート
用　　量

（mg/㎡又はAUC）

　　４０　mg/㎡

投    与    日
１コース
の間隔

　ｄａｙ１,8,29,36

予  定  コース
数

１時間、点滴静注
ドセタキセル点滴静注

ソリタT-3号輸液

ソリタT-3号輸液

1コース（42日間）で投与終了

生理食塩液

２時間

２時間
ソリタT-3号輸液

ドセタキセル／DTX

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

パロノセトロン点滴静注バッグ



登録レジメン№：　　５１－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay ８ 内服 点滴開始 アプレピタントｃａｐ１２５ｍｇ １ Ｃ

直前

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
点滴 硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
②の側管

  Ｒｐ）　④ ２時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑤ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑥ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑦ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑥の側管

  Ｒｐ）　⑧ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

ｄay 9,10 内服 朝食後 アプレピタントｃａｐ８０ｍｇ １ Ｃ

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

②の側管

day１１ 内服 1日1回 デカドロン錠0.5ｍｇ 16 錠

ＣＤＤＰ＋エスワンタイホウ配合OD錠(TS-1)併用療法

適応疾患名 　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定  コース
数

シスプラチン注
　　６０　mg/㎡ ２時間、点滴静注 day 8

28～35日
（４～５週毎）

シスプラチン／ＣＤＤＰ
エスワンタイホウ配合OD錠

40mg/m2/回、1日2回 内服　朝･夕食後 day 1～21

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

パロノセトロン点滴静注バッグ

テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム

２時間
ソリタT-3号輸液

２時間
ソリタT-3号輸液

生理食塩液

２時間
ソリタT-3号輸液



登録レジメン№：　　５２－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

day １、8   Ｒｐ）　① １５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ２ A

  Ｒｐ）　② ２～５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 10 m L

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート

エリブリン(ハラヴェン)単独療法

適応疾患名 手術不能又は再発乳がん 予測使用症例数 ： 名／月

デキサート注3.3mg

エリブリン注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

1.4 m g / m2

生食注シリンジ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

投    与    日

ハラヴェン ２１日
（３週間毎）（エリブリン）

　全開で静脈より投与 　ｄａｙ １、８

１コース
の間隔

予  定
コース数



登録レジメン№：　　５３－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
１、８ 点滴 ２ A

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ゲムシタビン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

（乳癌）ＧＥＭ単独療法

適応疾患名 手術不能又は再発乳癌 予測使用症例数 ： 名／月

２１日
（３週間毎）ゲムシタビン／ＧＥＭ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液
デキサート注3.3mg

ゲムシタビン注
　　１,２５０　mg/㎡ 　３０分、点滴静注 　ｄａｙ１，８



登録レジメン№：　　５４－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１、８   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② ６～１０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 ソルデム３輸液 ２００ ｍＬ  
点滴

（乳癌）ＶＮＲ単独療法

適応疾患名 手術不能又は再発乳癌 予測使用症例数 ： 名／月

２１日
（３週間毎）ビノレルビン／ＮＶＢ（ＶＮＲ）

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

ロゼウス注

ロゼウス注
　　　　２５　mg/㎡

６～１０分
点滴静注

　ｄａｙ１，８



登録レジメン№：　　５５－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  

点滴 １ A  
デキサート注３．３ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② ６～１０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ロゼウス(ビノレルビン)注 ｍｇ  

  Ｒｐ）  ③ 約10分 生理食塩液 ５０  ｍＬ
         点滴

  Ｒｐ）　④ １時間 生理食塩液 250 ｍＬ
点滴 ｍｇ

  Ｒｐ）  ⑤ ９０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
　　　　点滴 トラスツズマブBS点滴静注用 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay ８   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 １ A  

  Ｒｐ）　② ６～１０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ロゼウス(ビノレルビン)注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 ２００ ｍL
点滴

生理食塩液
デキサート注３．３ｍｇ

ソルデム３輸液

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

ポララミン注 ５ｍｇ
生理食塩液

ペルツズマブ（パージェタ)注

    （忍容性良好で２回目以降30分でも可）

トラスツズマブ ２回目以降：６mg/kg （忍容性良好で２回目以降30分でも可）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

２１日
（３週間毎）

　ｄａｙ１

ロゼウス注
２５　mg/㎡ ６～１０分、点滴静注 　ｄａｙ１, ８

２回目以降：420mg/body （忍容性良好で２回目以降30分でも可）

ビノレルビン／VNR
パージェタ注 初回：840mg/body １時間、点滴静注 　ｄａｙ１

（ペルツズマブ）
トラスツズマブ注 　初回：８mg/kg ９０分点滴静注

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ペルツズマブ(パージェタ)＋ビノレルビン(VNR)＋トラスツズマブ併用療法（乳癌）

適応疾患名 手術不能又は再発乳がん（ＨＥＲ２陽性） 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　５６－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 240 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ニボルマブ（オプジーボ）単独療法

適応疾患名
切除法不能な
進行・再発の非小細胞肺がん

予測使用症例数 ： 名／月

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

オプジーボ注
２４０ mg/body ３０分、点滴静注 　ｄａｙ１

１４日
（２週間毎）

オプジーボ注

予  定
コース数

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

ニボルマブ／

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）



登録レジメン№：　５６－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ４８０ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

オプジーボ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

オプジーボ注
480 mg/body ３０分、点滴静注 　ｄａｙ１

28日
（4週間毎）ニボルマブ／

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ニボルマブ（オプジーボ）単独療法(4週間毎)

適応疾患名
切除法不能な
進行・再発の非小細胞肺がん

予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　５７－１

【レジメンの内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① 30分 １００ ｍＬ  

点滴 ポララミン注5mg １ A
デキサート注３．３ｍｇ 2 A

  Ｒｐ）　② 1時間 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 1時間 100 ｍL

  Ｒｐ）　④ 1時間 ５００ ｍＬ  

点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 10           m L

側管

day2 皮下注 ﾍﾟｸﾞﾌｨﾙｸﾞﾗｽﾁﾑBS皮下注3.6mg 1 筒
(抗がん剤投与24時間以上経過後投与)

ラムシルマブ（RAM） +DTX療法

適応疾患名
切除法不能な
進行・再発の非小細胞肺が
ん

予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

サイラムザ注
10mg／kg 60分　点滴静注 day1

21日間（3週
間）（ラムシルマブ）/RAM

ドセタキセル注
60mg／㎡

サイラムザ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

ドセタキセル

生理食塩液

生理食塩液

（ドセタキセル）/DTX

生食注シリンジ

60分　点滴静注 day1
21日間（3週

間）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

生理食塩液

生理食塩液



登録レジメン№：　５７－２

【レジメンの内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① 30分 １００ ｍＬ  

点滴 ポララミン注5mg １ A
デキサート注３．３ｍｇ 2 A

  Ｒｐ）　② 1時間 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 1時間 ５００ ｍＬ  

点滴 ドセタキセル ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 10           m L
側管

day2 皮下注 ﾍﾟｸﾞﾌｨﾙｸﾞﾗｽﾁﾑBS皮下注3.6mg 1 筒

(抗がん剤投与24時間以上経過後投与)

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生食注シリンジ

生理食塩液

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

サイラムザ注
生理食塩液

ドセタキセル注
60mg／㎡ 60分　点滴静注 day1

21日間（3週
間）

60分　点滴静注 day1
21日間（3週

間）（ラムシルマブ）/RAM

医  　薬  　品  　名
 （ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

（ドセタキセル）/DTX

予  定
コース数

サイラムザ注
10mg／kg

ラムシルマブ（RAM） +DTX療法（外来）

適応疾患名
切除法不能な
進行・再発の非小細胞肺が
ん

予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　５８－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② 30分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ２００ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

キイトルーダ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

キイトルーダ注
200　mg/body 30分、点滴静注 　ｄａｙ１

21日
（3週間毎）／ペムブロリズマブ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ペムブロリズマブ（キイトルーダ）単独療法

適応疾患名
PDL1陽性の切除不能な
進行・再発の非小細胞肺がん

予測使用症例数 ： 1 名／月



登録レジメン№：　５８－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② 30分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 4００ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ペムブロリズマブ（キイトルーダ）単独療法(6週間毎)

適応疾患名
PDL1陽性の切除不能な
進行・再発の非小細胞肺がん

予測使用症例数 ： 1 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

キイトルーダ注
400　mg/body 30分、点滴静注 　ｄａｙ１

42日
（6週間毎）／ペムブロリズマブ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

キイトルーダ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）



登録レジメン№：　５８－３

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② 30分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ２００ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ペムブロリズマブ（キイトルーダ）単独療法(乳癌)

適応疾患名
・PD-L1陽性のホルモン受容体陰性かつ
HER2陰性の手術不能又は再発乳癌
・高リスクの早期トリプルネガティブ乳癌

予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

キイトルーダ注
200　mg/body 30分、点滴静注 　ｄａｙ１

21日
（3週間毎）／ペムブロリズマブ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

キイトルーダ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）



登録レジメン№：　５８－４

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② 30分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 4００ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ペムブロリズマブ（キイトルーダ）単独療法(6週間毎)(乳癌)

適応疾患名
・PD-L1陽性のホルモン受容体陰性かつ
HER2陰性の手術不能又は再発乳癌
・高リスクの早期トリプルネガティブ乳癌

予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

キイトルーダ注
400　mg/body 30分、点滴静注 　ｄａｙ１

42日
（6週間毎）／ペムブロリズマブ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

キイトルーダ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）



登録レジメン№：　　５９－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 内服 点滴開始 アプレピタントカプセル 125 mg

ｴﾝﾄﾞｷｻﾝの１時間前

  Ｒｐ）　① １５分 50 ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　② １０～１５分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
エンドキサン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントカプセル 80 mg

ｄay2～4 内服 1日2回 デカドロン錠 8 mg

エピルビシン塩酸塩注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

パロノセトロン点滴静注用

注意事項：
〇アントラサイクリン系未治療例で、総投与量が９００mg/㎡以上でうっ血性心不全の危険性

〇G-CSF製剤予防投与（抗がん剤投与翌日）

〇4コース施行後、PTXを引き続き施行する

14日
（2週間毎）

4
エピルビシン／EPＩR

エンドキサン注
　　６００　mg/㎡

乳癌（術後化学療法） 予測使用症例数 ：

３０分、点滴静注 　ｄａｙ１
シクロホスファミド／CPA

エピルビシン塩酸塩注
　　　９０　mg/㎡

１０～１５分
点滴静注

　ｄａｙ１

dose-dence EC　→　PTX(EC)療法

名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

適応疾患名



登録レジメン№：　　５９－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay1   Ｒｐ）　① ３０分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ６ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　④ 3時間 生理食塩液 500 ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

パロノセトロン点滴静注バッグ

パクリタキセル

注意事項：
〇EC4コース終了後引き続いて施行する

〇G-CSF製剤予防投与（抗がん剤投与翌日）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

パクリタキセル注
　　　１７５　mg/㎡ 180分　　点滴静注 　ｄａｙ１

14日
（2週間毎）

4
パクリタキセル／PTX

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

dose-dence EC　→　PTX(EC)療法

適応疾患名 乳癌（術後化学療法） 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　６０－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１、8、15   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３.３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

予  定
コース数

weeklyアブラキサン(アルブミン含ＰＴＸ)単剤療法

適応疾患名 　非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

アブラキサン注
(投与時、インラインフィルターは使用禁止)

２１日
（３週間毎）

生理食塩液

アブラキサン注
１００　mg/㎡ ３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１、８、１５

パクリタキセル／ＰＴＸ



登録レジメン№：　　61－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 デカドロン錠 8 mg

day8,15   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

day9-10、day16-17 内服 1日1回 デカドロン錠 8 mg

パロノセトロン点滴静注バッグ

投与時間とルート

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

イリノテカン／ＣＰＴ－１１
カルボプラチン注

　　　ＡＵＣ＝５

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注

５０　mg/㎡ 1時間、点滴静注

ＣＢＤＣＡ＋ＣＰＴ-１１療法（SCLC）

適応疾患名 　小細胞肺癌 予測使用症例数 ：

２８日
（4週間毎）

４～６
コース

１コース
の間隔

名／月

予  定
コース数

　ｄａｙ１、８、１５

１時間、点滴静注 　ｄａｙ１、
カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

ｲﾘﾉﾃｶﾝ塩酸塩点滴静注液

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投    与    日



登録レジメン№：　６２－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
day １   Ｒｐ）　① １５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A

  Ｒｐ）　② ９０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 カドサイラ注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

予  定
コース数

トラスツズマブ　エムタンシン(カドサイラ)単独療法

適応疾患名 HER2陽性の手術不能又は再発乳癌 予測使用症例数 ： 名／月

２１日
（３週間毎）（ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞ　ｴﾑﾀﾝｼﾝ） （忍容性良好で２回目以降30分でも可）

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

カドサイラ 　３．６ mg/kg ９０分点滴静注 　ｄａｙ１



登録レジメン№：　６３－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 50 ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 500 ｍＬ  
点滴 ドセタキセル点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 250 ｍＬ  
点滴 エンドキサン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ ９０分 生理食塩液 250 ｍＬ  
点滴 トラスツズマブBS点滴静注用 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2～4 内服 1日1回 デカドロン錠 4 mg

１コース
の間隔

ドセタキセル点滴静注

予  定
コース数

TC+Tmab療法（乳癌）

適応疾患名 　乳癌（術後化学療法） 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日

　　７５　mg/㎡ １時間、点滴静注 　ｄａｙ１
ドセタキセル／DTX（ＴＸＴ）

４コース３０分、点滴静注 　ｄａｙ１
シクロホスファミド／CPA

２回目以降：６mg/kg

２１日
（３週間毎）

エンドキサン注
　　６００　mg/㎡

　ｄａｙ１

パロノセトロン点滴静注用

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

トラスツズマブ注
トラスツズマブ/Tmab

　初回：８mg/kg ９０分点滴静注
（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）



登録レジメン№：　６４－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 100 ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

アブラキサン注
(投与時、インラインフィルターは使用禁止)

アブラキサン注
２６０　mg/㎡ ３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）パクリタキセル／ＰＴＸ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

アブラキサン(アルブミン含ＰＴＸ)単独療法

適応疾患名 　乳癌 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　６５－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ６０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 １２００ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

テセントリク注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

テセントリク注
１２００mg/body

６０分、点滴静注
（忍容性良好で２回目以降

30分でも可）
　ｄａｙ１

21日
（3週間毎）アテゾリズマブ／

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

アテゾリズマブ（テセントリク）単独療法(3週毎)

適応疾患名 切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌
進展型小細胞肺癌（維持療法） 予測使用症例数 ： １ 名／月



登録レジメン№：　６７－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
day １   Ｒｐ）　① １５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴 ２ A

  Ｒｐ）　② ２～５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ９０分 生理食塩液 250 ｍＬ  
点滴 トラスツズマブBS点滴静注用 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 10 m L

day8   Ｒｐ）　① １５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ２ A

  Ｒｐ）　② ２～５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 10 m L

エリブリン＋T-mab療法

適応疾患名 手術不能又は再発乳がん 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

エリブリン
1.4 m g / m2 　全開で静脈より投与 　ｄａｙ １、８

２１日
（３週間毎）トラスツズマブ注 　初回：８mg/kg ９０分点滴静注 　ｄａｙ１

トラスツズマブ/Tmab ２回目以降：６mg/kg （忍容性良好で２回目以降30分でも可）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

生食注シリンジ

デキサート注3.3mg

エリブリン静注液

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

生食注シリンジ

デキサート注3.3mg

エリブリン静注液



登録レジメン№：　６８－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　② 30分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 キイトルーダ ｍｇ  

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
  Ｒｐ）　③ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 デカドロン錠 4 mg

予  定
コース数

ペムブロリズマブ＋CBDCA＋PEM併用療法

適応疾患名 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） 予測使用症例数 ： 名／月

２１日
（３週間毎）

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

PEM
カルボプラチン注

　　　ＡＵＣ＝5 　ｄａｙ１

ペムブロリズマブ
　　２００　mg/body ３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１

キイトルーダ

1回1000μg 筋注
治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

4コース
ペメトレキセド注

　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注 　ｄａｙ１

１時間、点滴静注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）



登録レジメン№：　６８－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ 30分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 キイトルーダ ｍｇ  

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
  Ｒｐ）　④ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

ペメトレキセド注
　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注 　ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

予  定
コース数

ペムブロリズマブ
　　２００　mg/body ３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）キイトルーダ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

PEM

ペムブロリズマブ＋PEM併用療法(維持療法)

適応疾患名 　非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　６９－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② 60分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 １２００ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　④ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 エトポシド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

ｄay２、３   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 2 A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 エトポシド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

　　　１200　mg/body
６０分、点滴静注

（忍容性良好で２回目以降
30分でも可）

　ｄａｙ1

アテゾリブマブ+ＣＢＤＣＡ＋ＶＰ-１６併用療法

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

名／月

予  定
コース数

１時間、点滴静注 　ｄａｙ1

適応疾患名 　小細胞肺癌(進展型) 予測使用症例数 ：

エトポシド／ＶＰ－16
１時間、点滴静注 　ｄａｙ1,2,3 4コース

カルボプラチン注
　　　ＡＵＣ＝5

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

アテゾリブマブ
21日

（3週間毎）

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

テセントリク注

　医　薬　品　名

エトポシド注
　　　100　mg/㎡

 （　投 与 量  ）

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注

生理食塩液

生理食塩液

テセントリク注



登録レジメン№：　７０－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ６０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　④ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　⑤ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 エトポシド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑦ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

ｄay２、３   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 2 A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 エトポシド注サンド ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

４コース

イミフィンジ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

イミフィンジ注 1500mg/body
（体重が30kg未満の時

20mg/kg)

６０分、点滴静注
　ｄａｙ１

エトポシド注

カルボプラチン注

生理食塩液

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注
　　　ＡＵＣ＝6

生理食塩液

生理食塩液

予  定
コース数

　　　１００　mg/㎡ １時間、点滴静注 　ｄａｙ１，２，３
エトポシド／ＶＰ－１６

１時間、点滴静注 　ｄａｙ１
カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

デュルバルマブ
２1日

　（3週間毎）

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

デュルバルマブ+ＣＢＤＣＡ＋ＶＰ-１６併用療法

適応疾患名 　進展型小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　７０－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ６０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 1０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　④ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 エトポシド注 ｍｇ  

内服 ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ開始 アプレピタントカプセル 125 mg
90分以上前

  Ｒｐ）　　⑤ ５００ ｍＬ  
硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　　⑥ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
⑤の側管

  Ｒｐ）　⑦ １５分 50 ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　⑧ ２時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑨ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑩ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑪ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑩の側管

  Ｒｐ）　⑫ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントカプセル 80 mg

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　④ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

③の側管

ｄay4 内服 1日1回 デカドロン錠 8 mg

　ｄａｙ１，２，３
エトポシド／ＶＰ－１６

生理食塩液

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

イミフィンジ注 1500mg/body
（体重が30kg未満の時

20mg/kg)

６０分、点滴静注
デュルバルマブ

エトポシド注
　　１００　mg/㎡

イミフィンジ注

シスプラチン注
シスプラチン／ＣＤＤＰ

１時間、点滴静注

パロノセトロン点滴静注用

２時間
ソリタT-3号輸液

２時間
ソリタT-3号輸液

エトポシド注

２１～２８日
（３～４週間毎）
※放射線治療
中は28日毎

４～６
コース

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

２時間
ソリタT-3号輸液

　　　８０　mg/㎡ ２時間、点滴静注 　ｄａｙ１

　ｄａｙ１

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

デュルバルマブ+CDDP＋ＶＰ-１６併用療法

適応疾患名 進展型小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　７０－３

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ６０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

デュルバルマブ（イミフィンジ）単独療法(維持療法)

適応疾患名

・ED-SCLCにおけるDUR+白金製剤
+VP-16併用療法後の維持療法
・切除不能な局所進行のNSCLCにおける
根治的化学放射線療法後の維持療法

予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

イミフィンジ注 1500mg/body
（体重が30kg未満の時

20mg/kg)

６０分、点滴静注
　ｄａｙ１

28日
（4週間毎）デュルバルマブ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

イミフィンジ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）



登録レジメン№：　７１－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

ファモチジン注用20mg 1 A  
ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注５ｍｇ 1 A  

  Ｒｐ）　② 60分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 1200 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ３時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ ９０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2～3 内服 1日2回 デカドロン錠 4 mg

パクリタキセル注
２００　mg/㎡ ３時間、点滴静注 　ｄａｙ１

パクリタキセル／ＰＴＸ
カルボプラチン注

　　　ＡＵＣ＝６ １時間、点滴静注 　ｄａｙ１
カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

カルボプラチン注

パクリタキセル注

ベバシズマブ注
（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

ベバシズマブ注
１５　mg/ｋｇ

ベバシズマブ／BEV

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

テセントリク注

９０分、点滴静注 　ｄａｙ１
（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

パロノセトロン点滴静注バッグ

投与時間とルート 投    与    日

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

予  定  コー
ス数

テセントリク注
　　　1200　mg/body

６０分、点滴静注
（忍容性良好で２回目以降

30分でも可）
　ｄａｙ1

２１日
（３週間毎）

アテゾリズマブ

１コース
の間隔

アテゾリズマブ＋CBDCA+PTX+BEV併用療法

4コース

適応疾患名 非小細胞肺がん 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）



登録レジメン№：　７１－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１   Ｒｐ）　① 10分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② 60分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 1200 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ９０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

（忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

生理食塩液

テセントリク注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

　ｄａｙ１
ベバシズマブ／BEV （忍容性良好で２回目60分→３回目30分でも可）

ベバシズマブBS点滴静注

テセントリク注
　　　1200　mg/body

６０分、点滴静注
（忍容性良好で２回目以降

30分でも可）
　ｄａｙ1

２１日
（３週間毎）

アテゾリズマブ
ベバシズマブ注

１５　mg/ｋｇ
９０分、点滴静注

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定  コー
ス数

アテゾリズマブ+BEV併用療法

適応疾患名 非小細胞肺がん 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　７２－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　② 10分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　③ 30分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 キイトルーダ ｍｇ  

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
  Ｒｐ）　④ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ ５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑦ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑧ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 デカドロン錠 4 mg

ｄay８、15   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３.３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ５分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ペムブロリズマブ＋CBDCA＋アブラキサン(アルブミン含PTX)併用療法

名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

適応疾患名 非小細胞肺癌(扁平上皮癌) 予測使用症例数 ：

　ｄａｙ１,8,15

予  定
コース数

ペンブロリズマブ
　　２００　mg/body ３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１

キイトルーダ

４コース
２１日

（３週間毎）
アブラキサン注

100　mg/㎡
パクリタキセル／ＰＴＸ

カルボプラチン注
　　　ＡＵＣ＝6 １時間、点滴静注

３０分間、点滴静注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ
　ｄａｙ１

アブラキサン注

アブラキサン注
(投与時、インラインフィルターは使用禁止)

生理食塩液

生理食塩液

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注

(投与時、インラインフィルターは使用禁止)



登録レジメン№：　７２－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  
ファモチジン注用20mg 1 A  
ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注５ｍｇ 1 A  

  Ｒｐ）　② 30分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 キイトルーダ ｍｇ  

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
  Ｒｐ）　③ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ ３時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  

点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　⑥ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑦ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 デカドロン錠 4 mg

ペムブロリズマブ＋CBDCA＋PTX併用療法

適応疾患名 非小細胞肺癌(扁平上皮癌) 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ペンブロリズマブ
　　２００　mg/body ３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

キイトルーダ
パクリタキセル注

２00　mg/㎡ ３時間、点滴静注 　ｄａｙ１
パクリタキセル／ＰＴＸ

カルボプラチン注
　　　ＡＵＣ＝6 １時間、点滴静注 　ｄａｙ１

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

４コース

カルボプラチン注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
パロノセトロン点滴静注バッグ

パクリタキセル注



登録レジメン№：　７３－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　② 60分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 1200 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 デカドロン錠 4 mg

アテゾリズマブ＋CBDCA＋PEM併用療法

適応疾患名 非小細胞肺がん 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

テセントリク注
　　　1200　mg/body

６０分、点滴静注
（忍容性良好で２回目以降

30分でも可）
　ｄａｙ1

２１日
（３週間毎）

アテゾリズマブ

ペメトレキセド注
　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注 　ｄａｙ１

PEM
カルボプラチン注

　　　ＡＵＣ＝6 １時間、点滴静注 　ｄａｙ１
カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

4コース

カルボプラチン注

テセントリク注

葉酸(0.5mg)

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

パロノセトロン点滴静注バッグ



登録レジメン№：　７３－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
点滴 硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
②の側管

内服 ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ開始 アプレピタントカプセル 125 mg
90分以上前

  Ｒｐ）　④ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　⑤ 60分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 1200 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑦ １０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑧ ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑨ ２時間 シスプラチン注 ｍｇ  
点滴 ◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑩ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑪ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑫ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑪の側管

  Ｒｐ）　⑬ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントカプセル 80 mg

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

②の側管

ｄay４ 内服 １日１回 デカドロン 8 mg

アテゾリズマブ+ＣＤＤＰ＋PEM併用療法＋[アプレピタント]

　　５００　mg/㎡

アテゾリズマブ

適応疾患名 非小細胞肺がん 予測使用症例数 ：

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

１コース
の間隔

名／月

予  定
コース数

シスプラチン注
　　　７５　mg/㎡ ２時間、点滴静注 　ｄａｙ１

シスプラチン／ＣＤＤＰ
４コース

　ｄａｙ1

１０分間、点滴静注

投与時間とルート 投    与    日

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

ペメトレキセド注

２１日（３週
間毎）

テセントリク注

２時間
ソリタT-3号輸液

　　　1200　mg/body
６０分、点滴静注

（忍容性良好で２回目以降
30分でも可）

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

PEM

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

生理食塩液

（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

　ｄａｙ１

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

テセントリク注

２時間 ソリタT-3号輸液

パロノセトロン点滴静注バッグ

２時間 ソリタT-3号輸液

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）



登録レジメン№：　７３－３

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② 60分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 1200 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

生理食塩液

テセントリク注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

　　　1200　mg/body
６０分、点滴静注

（忍容性良好で２回目以降
30分でも可）

　ｄａｙ1
２１日

（３週間毎）
4コース

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

アテゾリズマブ

ペメトレキセド注
　　５００　mg/㎡

非小細胞肺がん 予測使用症例数 ：

１０分間、点滴静注 　ｄａｙ１
PEM

テセントリク注

アテゾリズマブ＋PEM併用療法(維持療法)

名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

適応疾患名



登録レジメン№：　７４－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 2 A  

  Ｒｐ）　② 60分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 1200 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ ５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑥ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑦ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2～3 内服 1日1回 デカドロン錠 4 mg

ｄay８、15   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３.３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ５分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

生理食塩液

カルボプラチン注

アブラキサン注
(投与時、インラインフィルターは使用禁止)

生理食塩液

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

パロノセトロン点滴静注バッグ

テセントリク注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

アブラキサン注
(投与時、インラインフィルターは使用禁止)

３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１,8,15
パクリタキセル／ＰＴＸ

カルボプラチン注
　　　ＡＵＣ＝６ １時間、点滴静注 　ｄａｙ１

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

テセントリク注
　　　1200　mg/body

６０分、点滴静注
（忍容性良好で２回目以降

30分でも可）
　ｄａｙ1

２１日
（３週間毎）

4コース

アテゾリズマブ

アブラキサン注
100　mg/㎡

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定  コー
ス数

アテゾリズマブ＋CBDCA+nab-PTX併用療法

適応疾患名 非小細胞肺がん 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　７５－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
day １   Ｒｐ）　① ３０分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　② ３０分 5％ブドウ糖注 100 ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ ９０分 5％ブドウ糖注 100 ｍＬ  
点滴 エンハーツ注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 5%ブドウ糖注 20 ｍＬ  

ｄay2～3 内服 1日2回 デカドロン錠 8 mg

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

予  定
コース数

（ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞ　デルクステカン） （忍容性良好で２回目以降30分でも可）

パロノセトロン点滴静注バッグ
　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

エンハーツ 　5.4mg/kg ９０分点滴静注 　ｄａｙ１ ２１日
（３週間毎）

トラスツズマブ　デルクステカン (エンハーツ)単独療法

適応疾患名 HER2陽性の手術不能又は再発乳癌 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　７６－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１、15   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② 60分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 840 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １５分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　④ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay８   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

(投与時、インラインフィルターは使用禁止)

生理食塩液

アブラキサン注
(投与時、インラインフィルターは使用禁止)

生理食塩液

テセントリク注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

アブラキサン注

生理食塩液

　　　840　mg/body
６０分、点滴静注

（忍容性良好で２回目以降
30分でも可）

　ｄａｙ1,15
28日

（4週間毎）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

アテゾリズマブ

アブラキサン注
100　mg/㎡

乳癌 予測使用症例数 ：

３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１,8,15
パクリタキセル／ＰＴＸ

テセントリク注

アテゾリズマブ＋アブラキサン(アルブミン含PTX)併用療法

名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

適応疾患名



登録レジメン№：　７７－１

【レジメンの内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１ 　Rｐ）　① 30分 １００ ｍＬ  
点滴 ポララミン注5mg １ A

デキサート注３．３ｍｇ 2 A

  Ｒｐ）　② 6０分 生理食塩液 250 ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

タルセバ＋ラムシルマブ併用療法

適応疾患名 切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

サイラムザ注
10　mg/ｋｇ

60分、点滴静注 　ｄａｙ１ 14日
（2週間毎）

なし
ラムシルマブ/RAM （忍容性良好で２回目以降30分でも可）

タルセバ錠
１日１回１５０ｍｇ 経口 ｄａｙ１～ 連日 なし

エルロチニブ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

サイラムザ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

生理食塩液



登録レジメン№：　７８－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ３６０ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　④ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay22 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ３６０ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

オプジーボ注

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

ニボルマブ（オプジーボ）+イピリムマブ(ヤーボイ)併用療法

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

　ｄａｙ1,22

投与時間とルート 投    与    日

適応疾患名
・切除法不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・化学療法未治療の切除不能な悪性胸膜中皮
腫

予測使用症例数 ： 名／月

予  定
コース数

オプジーボ注
３６０ mg/body ３０分、点滴静注

ニボルマブ／

イピリムマブ／

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

ヤーボイ点滴静注液
１mg/kg ３０分、点滴静注 　ｄａｙ１

１コース
の間隔

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

オプジーボ注

ヤーボイ点滴静注液

42日
（6週間毎）

生理食塩液



登録レジメン№：　７８－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ２４０ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　④ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay15,29 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ２４０ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ニボルマブ（オプジーボ/２週毎）+イピリムマブ(ヤーボイ)併用療法

適応疾患名
・切除法不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・化学療法未治療の切除不能な悪性胸膜中皮
腫

予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

オプジーボ注
２４０ mg/body ３０分、点滴静注 　ｄａｙ1,15,29

42日
（6週間毎）

ニボルマブ／
ヤーボイ点滴静注液

１mg/kg ３０分、点滴静注

生理食塩液

　ｄａｙ１
イピリムマブ／

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

オプジーボ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

オプジーボ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

ヤーボイ点滴静注液
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液



登録レジメン№：　７９－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ３６０ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　④ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑥ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　⑦ 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑧ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑨ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay22 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ３６０ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　④ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　⑤ 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑦ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2,3,23,24 内服 1日1回 デカドロン錠 4 mg

ニボルマブ（オプジーボ）+イピリムマブ(ヤーボイ)+CBDCA+PEM併用療法

適応疾患名
切除法不能な進行・再発の
非小細胞肺がん(非扁平上皮
癌)

予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

オプジーボ注
３６０ mg/body ３０分、点滴静注 　ｄａｙ1,22

42日
（6週間毎）

1コース

ニボルマブ／
ヤーボイ点滴静注液

１mg/kg ３０分、点滴静注 　ｄａｙ１
イピリムマブ／

カルボプラチン注
　　　ＡＵＣ＝５～６ １時間、点滴静注 　ｄａｙ1,22

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ
ペメトレキセド注

　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注 　ｄａｙ1,22
PEM

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

オプジーボ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

ヤーボイ点滴静注液
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

生理食塩液

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注

生理食塩液

オプジーボ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注



登録レジメン№：　８０－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ３６０ ｍｇ  

　Rｐ）　③ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　④ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

内服 ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ開始 アプレピタントカプセル 125 mg
90分以上前

  Ｒｐ）　⑥ ５００ ｍＬ  
点滴 硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑦ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
⑥の側管

  Ｒｐ）　⑧ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　⑨ １０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑩ ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑪ ２時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）　⑫ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑬ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑭ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑬の側管
  Ｒｐ）　⑮ ラシックス注２０ｍｇ １ A  

静注

ｄay22 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ３６０ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

内服 ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ開始 アプレピタントカプセル 125 mg
90分以上前

  Ｒｐ）　④ ５００ ｍＬ  
点滴 硫酸Mg補正液1mEq/ml ８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  
④の側管

  Ｒｐ）　⑥ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　⑦ １０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑧ ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）⑨ ２時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 シスプラチン注 ｍｇ  

◆生食500mLより250mL廃棄し、必要量のシスプラチンを混入する

  Ｒｐ）⑩ １時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑪ ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　⑫ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

⑪の側管

  Ｒｐ）　⑬ ラシックス注２０ｍｇ １ A  
静注

ｄay２,３,23,24 内服 朝食後 アプレピタントカプセル 80 mg

  Ｒｐ）　① ３０分 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② ５００ ｍＬ  
  Ｒｐ）　③ マンニットールＳ注 ３００ ｍＬ  

②の側管

ｄay４,25 内服 １日１回 デカドロン錠 8 mg

生理食塩液

生理食塩液

オプジーボ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

２時間
ソリタT-3号輸液

パロノセトロン点滴静注バッグ

２時間 ソリタT-3号輸液

ソリタT-3号輸液

２時間
ソリタT-3号輸液

パロノセトロン点滴静注バッグ

２時間

ソリタT-3号輸液

生理食塩液

２時間

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

ヤーボイ点滴静注液
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

PEM

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

オプジーボ注

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

経口(分1、朝食後)
治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

1コース
３０分、点滴静注 　ｄａｙ１

イピリムマブ／
シスプラチン注

　　　７５　mg/㎡ ２時間、点滴静注 　ｄａｙ1,22

ヤーボイ点滴静注液
１mg/kg

シスプラチン／ＣＤＤＰ

オプジーボ注
３６０ mg/body ３０分、点滴静注 　ｄａｙ1,22

ニボルマブ／

42日
（6週間毎）

ペメトレキセド注
　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注 　ｄａｙ1,22

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ニボルマブ（オプジーボ）+イピリムマブ(ヤーボイ)+CDDP+PEM併用療法

適応疾患名 切除法不能な進行・再発の
非小細胞肺がん(非扁平上皮癌)

予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　８１－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  
ファモチジン注用20mg 1 A  
ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注５ｍｇ 1 A  

　Rｐ）　② １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ３６０ ｍｇ  

　Rｐ）　④ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑤ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑦ ３時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑧ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑨ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay22   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

ファモチジン注用20mg 1 A  
ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注５ｍｇ 1 A  

　Rｐ）　② １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ３６０ ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑤ ３時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑦ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2,3,23,24 内服 1日2回 デカドロン錠 4 mg

オプジーボ注
３６０ mg/body

パクリタキセル注

カルボプラチン注

生理食塩液

オプジーボ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

ニボルマブ／
ヤーボイ点滴静注液

１mg/kg

　ｄａｙ１,22

カルボプラチン注
カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

生理食塩液

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

　　　ＡＵＣ＝６ １時間、点滴静注 　ｄａｙ１,22

パロノセトロン点滴静注バッグ

パクリタキセル注

カルボプラチン注

パロノセトロン点滴静注バッグ

生理食塩液

オプジーボ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

ヤーボイ点滴静注液

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

３０分、点滴静注 　ｄａｙ１
イピリムマブ／

パクリタキセル注
２００　mg/㎡ ３時間、点滴静注

パクリタキセル／ＰＴＸ

適応疾患名
切除法不能な進行・再発の
非小細胞肺がん(扁平上皮癌) 予測使用症例数 ：

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

ニボルマブ（オプジーボ）+イピリムマブ(ヤーボイ)
+CBDCA+PTX併用療法

予  定
コース数

名／月

３０分、点滴静注 　ｄａｙ1,22

42日
（6週間毎）

1コース



登録レジメン№：　８２－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　③ 30分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ２００ ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　⑤ ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ゲムシタビン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑦ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

内服 １日１回 デカドロン錠 8 mg

ｄay８   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

  Ｒｐ）　② １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ゲムシタビン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

適応疾患名
PD-L1陽性のホルモン受容体陰性かつ
HER2陰性の手術不能又は再発乳癌 予測使用症例数 ：

カルボプラチン注

投与時間とルート

ペムブロリズマブ+ＣＢＤＣＡ＋ＧＥＭ併用療法

１コース
の間隔

　６０分、点滴静注
２１日

（３週間毎）

投    与    日

名／月

4コース

ｄａｙ１，８ 

予  定
コース数

　　　ＡＵＣ＝２

ｄａｙ１

ｄａｙ１，８

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

ゲムシタビン／ＧＥＭ
　３０分、点滴静注

キイトルーダ注
200　mg/body

／ペムブロリズマブ

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

３０分、点滴静注

day2-3，
9-10

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

 （　投 与 量  ）

ゲムシタビン注

キイトルーダ注

カルボプラチン注

カルボプラチン注

　　１,０００　mg/㎡

パロノセトロン点滴静注バッグ
　医　薬　品　名

パロノセトロン点滴静注バッグ



登録レジメン№：　８３－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３.３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　③ 30分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ４００ ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　⑤ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３.３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay８，１５
２９，３６
５７，６４

７１

生食５０ml

アブラキサン注

キイトルーダ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

アブラキサン注

(投与時、インラインフィルターは使用禁止)

　ｄａｙ１、８、１５、２９、
３６、４３、５７、６４、７１パクリタキセル／ＰＴＸ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

ｄay１,４３
生食５０ml

(投与時、インラインフィルターは使用禁止)

キイトルーダ注
400　mg/body ３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１、４３

84日
(12週間)

／ペムブロリズマブ
アブラキサン注

１００　mg/㎡ ３０分間、点滴静注

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ペムブロリズマブ(6週間隔)+アブラキサン(アルブミン含ＰＴＸ)併用療法

適応疾患名
PD-L1陽性のホルモン受容体陰性かつ
HER2陰性の手術不能又は再発乳癌 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　８４－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

  Ｒｐ）　① ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　② １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　③ 30分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ４００ ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　⑤ １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

  Ｒｐ）　① ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
ポララミン注5mg １ A  

  Ｒｐ）　② １時間 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

パクリタキセル注

ｄay８，１５
２９，３６
５７，６４

７１

　ｄａｙ１、８、１５、２９、
３６、４３、５７、６４、７１パクリタキセル／ＰＴＸ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

84日
(12週間)

パクリタキセル注

ｄay１，４３

キイトルーダ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

キイトルーダ注
400　mg/body 30分、点滴静注 　ｄａｙ１、４３

／ペムブロリズマブ
パクリタキセル注

８０　mg/㎡ １時間、点滴静注

医  　薬  　品  　名　　　 　（
一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ペムブロリズマブ(６週間隔)+ＰＴＸ 併用療法

適応疾患名
PD-L1陽性のホルモン受容体陰性かつ
HER2陰性の手術不能又は再発乳癌 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　８５－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 内服 点滴開始 アプレピタントカプセル 125 mg

ｴﾝﾄﾞｷｻﾝの１時間前

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　② １０～１５分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 エンドキサン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントカプセル 80 mg

ｄay2～4 内服 1日回 デカドロン錠 8 mg

EC療法

名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

適応疾患名 　乳癌（進行・再発、術前・術後） 予測使用症例数 ：

３０分、点滴静注 　ｄａｙ１
シクロホスファミド／CPA

エピルビシン塩酸塩注
　６０～９０　mg/㎡

１０～１５分
点滴静注

　ｄａｙ１

注意事項：アントラサイクリン系未治療例で、総投与量が９００mg/㎡以上でうっ血性心不
全の危険性

エピルビシン／EPＩR
エンドキサン注

　　６００　mg/㎡

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

パロノセトロン点滴静注バッグ

エピルビシン塩酸塩注

２１日
（３週間毎）

術前・術後
時

４コース



登録レジメン№：　８６－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 2 A  
ファモチジン注用20mg 1 A  
ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注５ｍｇ 1 A  

  Ｒｐ）　③ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 30分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 キイトルーダ ｍｇ  

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
  Ｒｐ）　③ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ 1時間 生理食塩液 250 ｍＬ  

点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 30分 ５％ブドウ糖注 100 ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

ｄay2,3,9 内服 1日1回 デカドロン錠 8 mg
10,16,17
ｄay8,15   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 2 A  
ファモチジン注用20mg 1 A  
ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注５ｍｇ 1 A  

  Ｒｐ）　② 1時間 生理食塩液 250 ｍＬ  
点滴 パクリタキセル注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 3０分 ５％ブドウ糖注 100 ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
パロノセトロン点滴静注バッグ

パクリタキセル注

カルボプラチン注

　ｄａｙ１,8,15
パクリタキセル／ＰＴＸ

カルボプラチン注
　　　ＡＵＣ＝1.5 30分間、点滴静注 　ｄａｙ１,8,15

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

ペンブロリズマブ
　　２００　mg/body 30分間、点滴静注 　ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

４コース

キイトルーダ
パクリタキセル注

80　mg/㎡ 1時間、点滴静注

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ペムブロリズマブ＋PTX＋CBDCA併用療法(乳癌)

適応疾患名 高リスクの早期トリプルネガティブ乳癌 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　８７－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 内服 点滴開始 アプレピタントカプセル 125 mg

ｴﾝﾄﾞｷｻﾝの１時間前

  Ｒｐ）　① １５分 50 ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　③ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 30分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 キイトルーダ ｍｇ  

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
  Ｒｐ）　③ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② １０～１５分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
エンドキサン注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay２、３ 内服 朝食後 アプレピタントカプセル 80 mg

ｄay2～4 内服 1日2回 デカドロン錠 8 mg

ペムブロリズマブ(キイトルーダ)+EC併用療法

適応疾患名 高リスクの早期トリプルネガティブ乳癌予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

シクロホスファミド／CPA
注意事項：
〇アントラサイクリン系未治療例で、総投与量が９００mg/㎡以上でうっ血性心不全の危険性

予  定
コース数

エピルビシン塩酸塩注
　　　９０　mg/㎡

１０～１５分
点滴静注

　ｄａｙ１
エピルビシン／EPＩR

エンドキサン注

21日
（3週間毎）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

パロノセトロン点滴静注用

エピルビシン塩酸塩注

３０分、点滴静注 　ｄａｙ１　　６００　mg/㎡

4

ペンブロリズマブ
　　２００　mg/body 30分間、点滴静注 　ｄａｙ１

キイトルーダ



登録レジメン№：　８８－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１
化学療法開始6０
分以上前に服用

125 mg

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 2 A  

ファモチジン注用20mg 1 A  
ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注５ｍｇ 1 A  

　Rｐ）　② １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ３６０ ｍｇ  

　Rｐ）　④ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑤ ３時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑦ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 デカドロン錠 4 mg
内服 1日1回 アプレピタントカプセル 80 mg

ニボルマブ（オプジーボ）+CBDCA+PTX併用療法

適応疾患名
非小細胞肺がんにおける術前補助療
法 予測使用症例数 ： 名／月

予  定
コース数

オプジーボ注
３６０ mg/body ３０分、点滴静注 　ｄａｙ1

２１日
（３週間毎）

３コース

　ｄａｙ１
カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

　ｄａｙ1
パクリタキセル／ＰＴＸ

カルボプラチン注
　　　ＡＵＣ＝５～６ １時間、点滴静注

１コース
の間隔

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日

パクリタキセル注

カルボプラチン注

アプレピタントカプセル

パロノセトロン点滴静注バッグ

生理食塩液

　医　薬　品　名

オプジーボ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

ニボルマブ／

 （　投 与 量  ）

パクリタキセル注
１７５～２００　mg/㎡ ３時間、点滴静注



登録レジメン№：　８９－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１
化学療法開
始6０分以上

前に服用
125 mg

ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ６０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ７５ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ６０分 １００ ｍＬ  
点滴 (忍容性良好で２回目以降１0分でも可)

  Ｒｐ）　④ ６０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ ６０分 １００ ｍＬ  
点滴 (忍容性良好で２回目以降１0分でも可)

  Ｒｐ）　⑥ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３.３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　⑦ ５分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑧ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑨ ５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑩ ６０分 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑪ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 デカドロン錠 4 mg
内服 1日1回 アプレピタントカプセル 80 mg

予  定
コース数

デュルバルマブ+トレメリムマブ+ＣＢＤＣＡ＋
weeklyアブラキサン(アルブミン含ＰＴＸ)併用療法(初回)

適応疾患名 　切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

２１日
（３週間毎）

１００　mg/㎡ ３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１、８、１５

　ｄａｙ１

カルボプラチン注

 （　投 与 量  ）

パロノセトロン点滴静注バッグ

イミフィンジ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

生理食塩液

アブラキサン注
（投与時、インラインフィルターは使用禁止)

パクリタキセル／ＰＴＸ
カルボプラチン注

　　　ＡＵＣ＝６
カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

1500mg/body
（体重が30kg未満の

時
20mg/kg)

６０分、点滴静注

トレメリムマブ

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

６０分間、点滴静注 　ｄａｙ１

　ｄａｙ１

イジュド注

　医　薬　品　名

4コース

アプレピタントカプセル

生理食塩液

デュルバルマブ

イジュド注
75mg/body

６０分、点滴静注

イミフィンジ注

アブラキサン注



登録レジメン№：　８９－１－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１
化学療法開
始6０分以上

前に服用
125 mg

ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ６０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ７５ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴 (忍容性良好で２回目以降１0分でも可)

  Ｒｐ）　④ ６０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴 (忍容性良好で２回目以降１0分でも可)

  Ｒｐ）　⑥ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３.３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　⑦ ５分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑧ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑨ ５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑩ ６０分 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑪ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 デカドロン錠 4 mg
内服 1日1回 アプレピタントカプセル 80 mg

デュルバルマブ+トレメリムマブ+ＣＢＤＣＡ＋weeklyアブラキサン
(アルブミン含ＰＴＸ)併用療法(忍容性良好の2回目以降)

適応疾患名 　切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

イミフィンジ注 1500mg/body
（体重が30kg未満の

時
20mg/kg)

６０分、点滴静注
　ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

4コース

デュルバルマブ

イジュド注
75mg/body

６０分、点滴静注
　ｄａｙ１

トレメリムマブ
アブラキサン注

１００　mg/㎡ ３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１、８、１５
パクリタキセル／ＰＴＸ

カルボプラチン注
　　　ＡＵＣ＝６ ６０分間、点滴静注 　ｄａｙ１

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

アプレピタントカプセル

生理食塩液

イジュド注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

（投与時、インラインフィルターは使用禁止)

カルボプラチン注

イミフィンジ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

パロノセトロン点滴静注バッグ

生理食塩液

アブラキサン注



登録レジメン№：　９０－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１
化学療法開
始6０分以上

前に服用
125 mg

ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ６０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ７５ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ６０分 １００ ｍＬ  

点滴 (忍容性良好で２回目以降１0分でも可)

  Ｒｐ）　④ ６０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ ６０分 １００ ｍＬ  
点滴 (忍容性良好で２回目以降１0分でも可)

  Ｒｐ）　⑥ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３.３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　⑦ 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑧ 60分 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑨ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 デカドロン錠 4 mg
内服 1日1回 アプレピタントカプセル 80 mg

投    与    日
１コース
の間隔

PEM

適応疾患名 　切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 予測使用症例数 ：

イジュド注
75mg/body

投与時間とルート

６０分、点滴静注

デュルバルマブ+トレメリムマブ+ＣＢＤＣＡ＋PEM併用療法（初回）

名／月

予  定
コース数

イミフィンジ注 1500mg/body
（体重が30kg未満の

時
20mg/kg)

６０分、点滴静注
デュルバルマブ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

トレメリムマブ

1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

ペメトレキセド注
　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注

パンビタン末

イジュド注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

カルボプラチン注

葉酸(0.5mg)

１時間、点滴静注
カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

ＡＵＣ＝６

カルボプラチン注

アプレピタントカプセル

２１日
（３週間毎）

4コース　ｄａｙ１

イミフィンジ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

パロノセトロン点滴静注バッグ

生理食塩液



登録レジメン№：　９０－１－２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１
化学療法開
始6０分以上

前に服用
125 mg

ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ６０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ７５ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴 (前回投与までの忍容性良好で１0分まで短縮可)

  Ｒｐ）　④ ６０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ １０分 ５０ ｍＬ  
点滴 (前回投与までの忍容性良好で１0分まで短縮可)

  Ｒｐ）　⑥ １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３.３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　⑦ 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑧ 60分 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑨ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 デカドロン錠 4 mg
内服 1日1回 アプレピタントカプセル 80 mg

デュルバルマブ+トレメリムマブ+ＣＢＤＣＡ＋PEM併用療法
(忍容性良好の2回目以降)

適応疾患名 　切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

イミフィンジ注 1500mg/body
（体重が30kg未満の

時
20mg/kg)

６０分、点滴静注

　ｄａｙ１
２１日

（３週間毎）
4コース

デュルバルマブ

イジュド注
75mg/body

６０分、点滴静注
トレメリムマブ

ペメトレキセド注
　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注

PEM
カルボプラチン注

ＡＵＣ＝６ １時間、点滴静注
カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

アプレピタントカプセル

生理食塩液

イジュド注

カルボプラチン注

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

イミフィンジ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

パロノセトロン点滴静注バッグ



登録レジメン№：　９１－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ６０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

ｄay29 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　② ６０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ７５ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ ６０分 １００ ｍＬ  
点滴 (前回投与までの忍容性良好で１0分まで短縮可)

  Ｒｐ）　④ ６０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑤ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

デュルバルマブ+トレメリムマブ併用療法(5,6コース目用)

適応疾患名 　切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

イミフィンジ注 1500mg/body
（体重が30kg未満の

時
20mg/kg)

６０分、点滴静注
　ｄａｙ１,29

２８日
（４週間毎）

１コース
デュルバルマブ

イジュド注
75mg/body

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

６０分、点滴静注
　ｄａｙ29

トレメリムマブ

イミフィンジ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

生理食塩液

イジュド注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

イミフィンジ注



登録レジメン№：　９２－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３.３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② 10分 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ ６０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ ６０分 １００ ｍＬ  

点滴 (前回投与までの忍容性良好で１0分まで短縮可)

  Ｒｐ）　⑤ １０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

ｄay29 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３.３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② 10分 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ ６０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ７５ ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ ６０分 １００ ｍＬ  

点滴 (前回投与までの忍容性良好で１0分まで短縮可)

  Ｒｐ）　⑤ ６０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ ６０分 １００ ｍＬ  

点滴 (前回投与までの忍容性良好で１0分まで短縮可)

  Ｒｐ）　⑦ １０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑧ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

デュルバルマブ+トレメリムマブ＋PEM併用療法(5,6コース目用)

生理食塩液

イミフィンジ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

生理食塩液

予  定
コース数

ｄａｙ１,29

適応疾患名 　切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

イミフィンジ注 1500mg/body
（体重が30kg未満の時

20mg/kg)

６０分、点滴静注

56日 1コース

デュルバルマブ

イジュド注
75mg/body

　ｄａｙ１,29

ｄａｙ29

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

６０分、点滴静注
トレメリムマブ

　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注

パンビタン末

ペメトレキセド注
PEM

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与
後 ２２日目まで：９週毎に投与

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

治療開始７日以上前から最終投与
後 ２２日目まで連日投与

生理食塩液

生理食塩液

イジュド注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

生理食塩液

イミフィンジ注



登録レジメン№：　９３－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３.３ｍｇ ２ A  

  Ｒｐ）　② １０分 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ ６０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ ６０分 １００ ｍＬ  
点滴 (前回投与までの忍容性良好で１0分まで短縮可)

  Ｒｐ）　⑦ １０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑧ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

イミフィンジ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

生理食塩液

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

生理食塩液

生理食塩液

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与
後 ２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与
後 ２２日目まで：９週毎に投与

　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注 ｄａｙ１
PEM

ペメトレキセド注

イミフィンジ注 1500mg/body
（体重が30kg未満の時

20mg/kg)

６０分、点滴静注
　ｄａｙ１

28日
デュルバルマブ

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

デュルバルマブ＋PEM併用療法(7コース目以降用)

適応疾患名 　切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　９５－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

day1 内服 1 錠 （Rp２の1時間前）

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 2 A  

  Ｒｐ）　② 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 アプレピタントカプセル80ｍｇ 1 錠
（内服） （1日1回） （デカドロン錠4ｍｇ） （1 錠） ：発疹の状況に応じて処方

ｵｼﾒﾙﾁﾆﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（導入療法）

適応疾患名 Ⅳ期EGFR変異(＋) 非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く）予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ペメトレキセド点滴静注
　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間

毎）
４コース

PEM
葉酸(0.5mg)

1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)
治療開始７日以上前から最終投与
後 ２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与
後 ２２日目まで：９週毎に投与

２１日
（３週間

毎）
なし

オシメルチニブ

カルボプラチン注
ＡＵＣ＝５ １時間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間

毎）
４コース

ＣＢＤＣＡ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

アプレピタントカプセル125ｍｇ

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注

タグリッソ錠
1日1回80mg 経口(分1) ｄａｙ１～



登録レジメン№：　９６－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

day1   Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 2 A  

  Ｒｐ）　② 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

day2,3 （内服） （1日1回） （デカドロン錠4ｍｇ） （2 錠） ：発疹の状況に応じて処方

１コース
の間隔

ｵｼﾒﾙﾁﾆﾌﾞ＋PEM併用療法（維持療法）

PEM

適応疾患名 Ⅳ期EGFR変異(＋) 非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く）予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日

筋注
治療開始７日以上前から最終投与
後 ２２日目まで：９週毎に投与

予  定
コース数

ペメトレキセド点滴静注
　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間

毎）
なし

２１日
（３週間

毎）
なし

オシメルチニブ

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与
後 ２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

生理食塩液

タグリッソ錠
1日1回80mg 経口(分1) ｄａｙ１～



登録レジメン№：　９７ー１

【レジメンの内容】 0.22μのインラインフィルターを必ず使用し、ライブリバント投与の際には輸液ポンプを使用すること。

【登録処方内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

day1 内服 1 錠 （Rp２の1時間前）
1 錠
2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ６ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ 右記参照 ライブリバント点滴静注 ３５０ ｍｇ  50mL/Hで開始
５％ブドウ糖注 ２４３ ｍＬ  2時間後不変なら75mL/H

  Ｒｐ）　⑥ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

ｄay2 内服 1日1回 アプレピタントカプセル80ｍｇ 1 錠 朝食後
エピナスチン塩酸塩錠20mg 1 錠
カロナール錠300ｍｇ 2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 １０５０ ｍｇ  33mL/Hで開始
５％ブドウ糖注 ２２９ ｍＬ  2時間後不変なら50mL/H

  Ｒｐ）　⑥ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

ｄay3 内服 1日1回 アプレピタントカプセル80ｍｇ 1 錠 朝食後
デカドロン錠4ｍｇ １ 錠

day8 内服 エピナスチン塩酸塩錠20mg 1 錠 朝食後
カロナール錠300ｍｇ 2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 １４００ ｍｇ  65mL/H
５％ブドウ糖注 ２２２ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

day15 内服 エピナスチン塩酸塩錠20mg 1 錠 朝食後
カロナール錠300ｍｇ 2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 １４００ ｍｇ  85mL/H
５％ブドウ糖注 ２２２ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

【体重80kg未満】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第１コース）

適応疾患名

・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の
切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進
行・再発の非小細胞肺がん

予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定  コー
ス数

ペメトレキセド点滴静注
　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

１コース
PEM

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

カルボプラチン注
ＡＵＣ＝５ １時間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

１コース
ＣＢＤＣＡ

アミバンタマブ点滴静注
３５０～１４００ mg/body 下記参照 ｄａｙ１,２,８,１５

２１日
（３週間毎）

１コース
ライブリバント点滴静注

カルボプラチン注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

アプレピタントカプセル125ｍｇ
エピナスチン塩酸塩錠20mg
カロナール錠300ｍｇ

パロノセトロン点滴静注バッグ



登録レジメン№：　９７－１ー２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

day1 内服 1 錠 （Rp２の1時間前）
1 錠
2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ 右記参照 ライブリバント点滴静注 １４００ ｍｇ  125mL/H
５％ブドウ糖注 ２２２ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑥ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 アプレピタントカプセル80ｍｇ 1 錠 朝食後
デカドロン錠4ｍｇ 1 錠

【体重80kg未満】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第２コース）

適応疾患名

・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の
切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進
行・再発の非小細胞肺がん

予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定  コー
ス数

ペメトレキセド点滴静注
　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

１コース
PEM

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

カルボプラチン注
ＡＵＣ＝５ １時間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

１コース
ＣＢＤＣＡ

アミバンタマブ点滴静注
１４００ mg/body 下記参照 ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

１コース
ライブリバント点滴静注

カルボプラチン注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

アプレピタントカプセル125ｍｇ
エピナスチン塩酸塩錠20mg
カロナール錠300ｍｇ

パロノセトロン点滴静注バッグ



登録レジメン№：　９７－１ー３

【レジメンの内容】

【登録処方内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

day1 内服 1 錠 （Rp２の1時間前）
1 錠
2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ 右記参照 ライブリバント点滴静注 １７５０ ｍｇ  125mL/H
５％ブドウ糖注 ２１５ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑥ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 アプレピタントカプセル80ｍｇ 1 錠 朝食後
デカドロン錠4ｍｇ 1 錠

【体重80kg未満】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第３、４コース）

適応疾患名

・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の
切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進
行・再発の非小細胞肺がん

予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定  コー
ス数

ペメトレキセド点滴静注
　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

２コース
PEM

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

カルボプラチン注
ＡＵＣ＝５ １時間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

２コース
ＣＢＤＣＡ

アミバンタマブ点滴静注
１７５０ mg/body 下記参照 ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

２コース
ライブリバント点滴静注

カルボプラチン注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

アプレピタントカプセル125ｍｇ
エピナスチン塩酸塩錠20mg
カロナール錠300ｍｇ

パロノセトロン点滴静注バッグ



登録レジメン№：　９７－１ー４

【レジメンの内容】

【登録処方内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

day1 内服 1 錠 （Rp２の1時間前）
2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ 右記参照 ライブリバント点滴静注 １７５０ ｍｇ  125mL/H
５％ブドウ糖注 ２１５ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

【体重80kg未満】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第５コース以降）

予  定  コー
ス数

投与時間とルート 投    与    日

名／月

　　５００　mg/㎡

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

カロナール錠300ｍｇ

ライブリバント点滴静注

　医　薬　品　名

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ

 （　投 与 量  ）

エピナスチン塩酸塩錠20mg

アミバンタマブ点滴静注
１７５０ mg/body ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

２１日
（３週間毎）

ｄａｙ１

パンビタン末

PEM

経口(分1、朝食後)
治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与

１コース
の間隔

ペメトレキセド点滴静注

1回1000μg

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

パロノセトロン点滴静注バッグ

筋注
治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

下記参照

適応疾患名

・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の
切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進
行・再発の非小細胞肺がん

予測使用症例数 ：

ＶＢ12（1000μg）

１０分間、点滴静注



登録レジメン№：　９８ー１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】 投与時間の関係によりDay8までは入院で実施すること

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

day1 内服 1 錠 （Rp２の1時間前）
1 錠
2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ６ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ 右記参照 ライブリバント点滴静注 ３５０ ｍｇ  50mL/Hで開始
５％ブドウ糖注 ２４３ ｍＬ  2時間後不変なら75mL/H

  Ｒｐ）　⑥ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

ｄay2 内服 1日1回 アプレピタントカプセル80ｍｇ 1 錠 朝食後
エピナスチン塩酸塩錠20mg 1 錠
カロナール錠300ｍｇ 2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 デキサート注３．３ｍｇ ２ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 １４００ ｍｇ  25mL/Hで開始
５％ブドウ糖注 ２２２ ｍＬ  2時間後不変なら50mL/H

  Ｒｐ）　⑥ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

ｄay3 内服 1日1回 アプレピタントカプセル80ｍｇ 1 錠 朝食後
デカドロン錠4ｍｇ 1 錠

day8 内服 エピナスチン塩酸塩錠20mg 1 錠 朝食後
カロナール錠300ｍｇ 2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 １７５０ ｍｇ  65mL/H
５％ブドウ糖注 ２１５ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

day15 内服 エピナスチン塩酸塩錠20mg 1 錠 朝食後
カロナール錠300ｍｇ 2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 １７５０ ｍｇ  85mL/H
５％ブドウ糖注 ２１５ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

【体重80kg以上】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第１コース）

適応疾患名

・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の
切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進
行・再発の非小細胞肺がん

予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定  コー
ス数

ペメトレキセド点滴静注
　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間

毎）
１コース

PEM
葉酸(0.5mg)

1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)
治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

カルボプラチン注
ＡＵＣ＝５ １時間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間

毎）
１コース

ＣＢＤＣＡ
アミバンタマブ点滴静注

３５０～１７５０ mg/body 下記参照 ｄａｙ１,２,８,１５
２１日

（３週間
毎）

１コース
ライブリバント点滴静注

カルボプラチン注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

アプレピタントカプセル125ｍｇ
エピナスチン塩酸塩錠20mg
カロナール錠300ｍｇ

パロノセトロン点滴静注バッグ



登録レジメン№：　９８－１ー２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

day1 内服 1 錠 （Rp２の1時間前）
1 錠
2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ 右記参照 ライブリバント点滴静注 １７５０ ｍｇ  125mL/H
５％ブドウ糖注 ２１５ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑥ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 アプレピタントカプセル80ｍｇ 1 錠 朝食後
デカドロン錠4ｍｇ 1 錠

【体重80kg以上】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第２コース）

適応疾患名

・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の
切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進
行・再発の非小細胞肺がん

予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定  コー
ス数

ペメトレキセド点滴静注
　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

１コース
PEM

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

カルボプラチン注
ＡＵＣ＝５ １時間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

１コース
ＣＢＤＣＡ

アミバンタマブ点滴静注
１７５０ mg/body 下記参照 ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

１コース
ライブリバント点滴静注

カルボプラチン注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

アプレピタントカプセル125ｍｇ
エピナスチン塩酸塩錠20mg
カロナール錠300ｍｇ

パロノセトロン点滴静注バッグ



登録レジメン№：　９８－１ー３

【レジメンの内容】

【登録処方内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

day1 内服 1 錠 （Rp２の1時間前）
1 錠
2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ 右記参照 ライブリバント点滴静注 ２１００ ｍｇ  125mL/H
５％ブドウ糖注 ２０８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑥ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 アプレピタントカプセル80ｍｇ 1 錠 朝食後
デカドロン錠4ｍｇ 1 錠

【体重80kg以上】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第３、４コース）

適応疾患名

・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の
切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進
行・再発の非小細胞肺がん

予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定  コー
ス数

ペメトレキセド点滴静注
　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

２コース
PEM

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

カルボプラチン注
ＡＵＣ＝５ １時間、点滴静注 ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

２コース
ＣＢＤＣＡ

アミバンタマブ点滴静注
２１００ mg/body 下記参照 ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

２コース
ライブリバント点滴静注

カルボプラチン注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

アプレピタントカプセル125ｍｇ
エピナスチン塩酸塩錠20mg
カロナール錠300ｍｇ

パロノセトロン点滴静注バッグ



登録レジメン№：　９８－１ー４

【レジメンの内容】

【登録処方内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

day1 内服 1 錠 （Rp２の1時間前）
2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② 10分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド点滴静注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　④ 右記参照 ライブリバント点滴静注 ２１００ ｍｇ  125mL/H
５％ブドウ糖注 ２０８ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

【体重80kg以上】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋CBDCA＋PEM併用療法（第５コース以降）

予  定  コー
ス数

投与時間とルート 投    与    日

名／月

　　５００　mg/㎡

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

カロナール錠300ｍｇ

ライブリバント点滴静注

　医　薬　品　名

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ

 （　投 与 量  ）

エピナスチン塩酸塩錠20mg

アミバンタマブ点滴静注
２１００ mg/body ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

２１日
（３週間毎）

ｄａｙ１

パンビタン末

PEM

経口(分1、朝食後)
治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与

１コース
の間隔

ペメトレキセド点滴静注

1回1000μg

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

パロノセトロン点滴静注バッグ

筋注
治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

下記参照

適応疾患名

・EGFR遺伝子エクソン２０挿入変異陽性の
切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん
・EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進
行・再発の非小細胞肺がん

予測使用症例数 ：

ＶＢ12（1000μg）

１０分間、点滴静注



登録レジメン№：　９９－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

day1 内服 2 錠 （Rp２の1時間前）

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

ポララミン注５ｍｇ １ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② 右記参照 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  3時間
点滴 トロデルビ点滴静注 ｍｇ  

（初回投与の忍容性が良好であれば、2回目以降は1時間に短縮可）

  Ｒｐ）　③ 生理食塩液 ５０ ｍＬ  100mL/H

day8 内服 2 錠 （Rp２の1時間前）

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  

ポララミン注５ｍｇ １ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② 右記参照 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  3時間
点滴 トロデルビ点滴静注 ｍｇ  

（初回投与の忍容性が良好であれば、2回目以降は1時間に短縮可）

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

カロナール錠300ｍｇ

パロノセトロン点滴静注バッグ

カロナール錠300ｍｇ

パロノセトロン点滴静注バッグ

ｻｼﾂｽﾞﾏﾌﾞ ｺﾞﾋﾞﾃｶﾝ点滴静注
　　１０　mg/kg 下記参照 ｄａｙ１,８

２１日
（３週間毎）ﾄﾛﾃﾞﾙﾋﾞ点滴静注

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定  コー
ス数

【体重85kgまで】サシツズマブ ゴビテカン(トロデルビ)療法

適応疾患名 化学療法歴のあるホルモン受容体陰性か
つHER2陰性の手術不能又は再発乳癌 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　１００－１

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
day1 内服 2 錠 （Rp３の1時間前）

  Ｒｐ）　① １５分 50 ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

ポララミン注５ｍｇ 1 A  

  Ｒｐ）　② １５分 5％ブドウ糖注 100 ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ 右記参照 5％ブドウ糖注 100 ｍＬ  ９０分
点滴 ダトロウェイ注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ ３０分 5%ブドウ糖注 100 ｍＬ  （Infusion reaction確認）

ｄay2～3 内服 1日1回 デカドロン錠 8 mg 朝食後

ダトポタマブ　デルクステカン (ダトロウェイ)療法

適応疾患名
化学療法歴のあるホルモン受容体 陽性
かつHER2陰性の手術不能又は再発乳
癌

予測使用症例数 ： 名／月

【レジメンの内容】 角膜炎防止のため、防腐剤の含まない人工涙液(一般用医薬品)を1日6回程度使用すること。

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ﾀﾞﾄﾎﾟﾀﾏﾌﾞﾃﾞﾙｸｽﾃｶﾝ点滴静注 　6mg/kg ９０分点滴静注 　ｄａｙ１ ２１日
（３週間毎）ﾀﾞﾄﾛｳｪｲ点滴静注 （忍容性良好で２回目以降30分でも可）

（ﾀﾞﾄﾛｳｪｲの入った輸液バッグは投与終了まで遮光する）

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
カロナール錠300ｍｇ

パロノセトロン点滴静注バッグ

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
（忍容性良好で２回目以降30分でも可）



登録レジメン№：　１０１－１

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
day1 内服 4 錠 分4　毎食後眠前

(入院)
  Ｒｐ）　① １５分 50 ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  
（Rp３の1時間前）

  Ｒｐ）　② ４５分 生理食塩液 100 ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　③ ６０分 生理食塩液 250 ｍＬ  
点滴 ｲﾑﾃﾞﾄﾗ点滴静注 1 ｍg   

  Ｒｐ）　④ １２０分 生理食塩液 500 ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑤ １２０分 生理食塩液 500 ｍＬ  
点滴

day2 内服 4 錠 分4　毎食後眠前
(入院)

day8   Ｒｐ）　① １５分 50 ｍＬ  
(入院) 点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

（Rp３の1時間前）

  Ｒｐ）　② ４５分 生理食塩液 100 ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　③ ６０分 生理食塩液 250 ｍＬ  
点滴 ｲﾑﾃﾞﾄﾗ点滴静注 10 ｍg   

  Ｒｐ）　④ １２０分 生理食塩液 500 ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　⑤ １２０分 生理食塩液 500 ｍＬ  
点滴

day15   Ｒｐ）　① １５分 生理食塩液 50 ｍＬ  
(入院) 点滴

  Ｒｐ）　② ６０分 生理食塩液 250 ｍＬ  
点滴 ｲﾑﾃﾞﾄﾗ点滴静注 10 ｍg   

  Ｒｐ）　③ １２０分 生理食塩液 500 ｍＬ  
点滴

  Ｒｐ）　④ １２０分 生理食塩液 500 ｍＬ  
点滴

ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ錠300ｍｇ

生理食塩液

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ錠300ｍｇ

生理食塩液

ﾀﾞﾙﾗﾀﾏﾌﾞ点滴静注
1mg/bodyまたは

10mg/body
６０分点滴静注 day1,8,15

28日 1コース
ｲﾑﾃﾞﾄﾗ点滴静注

【レジメンの内容】

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ダルラタマブ (イムデトラ)療法　第１コース

適応疾患名 がん化学療法後に増悪した小細胞肺癌
予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　１０１－２

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
day1   Ｒｐ）　① １５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ６０分 生理食塩液 250 ｍＬ  
点滴 ｲﾑﾃﾞﾄﾗ点滴静注 10 ｍg   

  Ｒｐ）　③ １５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
点滴

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

ﾀﾞﾙﾗﾀﾏﾌﾞ点滴静注 10mg/body ６０分点滴静注 day1
14日

ｲﾑﾃﾞﾄﾗ点滴静注

【レジメンの内容】

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ダルラタマブ (イムデトラ)療法　第２コース以降

適応疾患名 がん化学療法後に増悪した小細胞肺癌
予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　１０２ー１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay1～28 内服 1日2回 2 錠 朝夕食後(レジメン開始後4ヶ月間)

day1 内服 1日1回 1 錠 （Rp2の1時間前）
（入院） 2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ６ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 ３５０ ｍｇ  50mL/Hで開始
５％ブドウ糖注 ２４３ ｍＬ  2時間後不変なら75mL/H

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

ｄay2 内服 1日1回 エピナスチン塩酸塩錠20mg 1 錠 （Rp２の1時間前）
（入院） ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ錠300ｍｇ 2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
デキサート注３．３ｍｇ ３ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 ７００ ｍｇ  50mL/Hで開始
５％ブドウ糖注 ２３６ ｍＬ  2時間後不変なら75mL/H

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

day8 内服 1日1回 1 錠 （Rp2の1時間前）
（入院） 2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 １０５０ ｍｇ  ８5mL/H
５％ブドウ糖注 ２２９ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

day15,22 内服 エピナスチン塩酸塩錠20mg 1 錠 （Rp2の1時間前）
ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ錠300ｍｇ 2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 １０５０ ｍｇ  125mL/H
５％ブドウ糖注 ２２９ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

【体重80kg未満】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋ﾗｾﾞﾙﾁﾆﾌﾞ併用療法（第１コース）

適応疾患名 EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進
行・再発の非小細胞肺がん

予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定  コー
ス数

ﾗｾﾞﾙﾁﾆﾌﾞﾒｼﾙ酸水和物錠
240mg 経口(分1、朝食後) 連日

ﾗｽﾞｸﾙｰｽﾞ錠
アミバンタマブ点滴静注

３５０～１０５０ mg/body 下記参照
ｄａｙ１,２,８,１

５,２２
２８日

（４週間毎）
１コース

ライブリバント点滴静注
ｱﾋﾟｷｻﾊﾞﾝ錠

5.0mg 経口(分2、朝夕食後) 連日
レジメン開始
後4ヶ月間ｴﾘｷｭｰｽ錠

エピナスチン塩酸塩錠20mg
ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ錠300ｍｇ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

エリキュース錠2.5mg

エピナスチン塩酸塩錠20mg
ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ錠300ｍｇ

生理食塩液



登録レジメン№：　１０２ー２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay1～28 内服 1日2回 2 錠 朝夕食後(レジメン開始後4ヶ月間)

day1,15 内服 エピナスチン塩酸塩錠20mg 1 錠 （Rp1の1時間前）
ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ錠300ｍｇ 2 錠

  Ｒｐ）　① 右記参照 ライブリバント点滴静注 １０５０ ｍｇ  125mL/H
５％ブドウ糖注 ２２９ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

【体重80kg未満】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋ﾗｾﾞﾙﾁﾆﾌﾞ併用療法（第２コース以降）

適応疾患名 EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進
行・再発の非小細胞肺がん

予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定  コー
ス数

ﾗｾﾞﾙﾁﾆﾌﾞﾒｼﾙ酸水和物錠
240mg 経口(分1、朝食後) 連日

ﾗｽﾞｸﾙｰｽﾞ錠

レジメン開始
後4ヶ月間ｴﾘｷｭｰｽ錠

アミバンタマブ点滴静注
１０５０ mg/body 下記参照 ｄａｙ１,１５

２８日
（４週間毎）ライブリバント点滴静注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

エリキュース錠2.5mg

ｱﾋﾟｷｻﾊﾞﾝ錠
5.0mg 経口(分2、朝夕食後) 連日



登録レジメン№：　１０３ー１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay1～28 内服 1日2回 2 錠 朝夕食後(レジメン開始後4ヶ月間)

day1 内服 1日1回 1 錠 （Rp2の1時間前）
2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ ６ A  

ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 ３５０ ｍｇ  50mL/Hで開始
５％ブドウ糖注 ２４３ ｍＬ  2時間後不変なら75mL/H

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

ｄay2 内服 1日1回 エピナスチン塩酸塩錠20mg 1 錠 （Rp２の1時間前）
ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ錠300ｍｇ 2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  
デキサート注３．３ｍｇ ３ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 １０５０ ｍｇ  35mL/Hで開始
５％ブドウ糖注 ２２９ ｍＬ  2時間後不変なら50mL/H

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

day8 内服 1日1回 1 錠 （Rp2の1時間前）
2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 １４００ ｍｇ  65mL/H
５％ブドウ糖注 ２２２ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

day15 内服 エピナスチン塩酸塩錠20mg 1 錠 （Rp2の1時間前）
ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ錠300ｍｇ 2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 １４００ ｍｇ  85mL/H
５％ブドウ糖注 ２２２ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

day22 内服 エピナスチン塩酸塩錠20mg 1 錠 （Rp2の1時間前）
ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ錠300ｍｇ 2 錠

  Ｒｐ）　① １５分 デキサート注３．３ｍｇ ３ A  
ファモチジン注２０ｍｇ １ A  
生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 右記参照 ライブリバント点滴静注 １４００ ｍｇ  125mL/H
５％ブドウ糖注 ２２２ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

【体重80kg以上】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋ﾗｾﾞﾙﾁﾆﾌﾞ併用療法（第１コース）

予  定  コー
ス数

ﾗｾﾞﾙﾁﾆﾌﾞﾒｼﾙ酸水和物錠
240mg 経口(分1、朝食後) 連日

ﾗｽﾞｸﾙｰｽﾞ錠

適応疾患名

ｴﾘｷｭｰｽ錠

アミバンタマブ点滴静注
３５０～１４００ mg/body 下記参照

投与時間とルート

ｱﾋﾟｷｻﾊﾞﾝ錠
5.0mg 経口(分2、朝夕食後)

ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ錠300ｍｇ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

エリキュース錠2.5mg

エピナスチン塩酸塩錠20mg
ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ錠300ｍｇ

エピナスチン塩酸塩錠20mg

１コース
ライブリバント点滴静注

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投    与    日
１コース
の間隔

連日

生理食塩液

名／月予測使用症例数 ：EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進
行・再発の非小細胞肺がん

レジメン開始
後4ヶ月間

ｄａｙ１,２,８,１
５,２２

２８日
（４週間毎）



登録レジメン№：　１０３ー２

【レジメンの内容】

【登録処方内容】

処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間

ｄay1～28 内服 1日2回 2 錠 朝夕食後(レジメン開始後4ヶ月間)

day1,15 内服 エピナスチン塩酸塩錠20mg 1 錠 （Rp1の1時間前）
ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ錠300ｍｇ 2 錠

  Ｒｐ）　① 右記参照 ライブリバント点滴静注 １４００ ｍｇ  125mL/H
５％ブドウ糖注 ２２２ ｍＬ  

  Ｒｐ）　② 5分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

【体重80kg以上】ｱﾐﾊﾞﾝﾀﾏﾌﾞ＋ﾗｾﾞﾙﾁﾆﾌﾞ併用療法（第２コース以降）

ﾗｽﾞｸﾙｰｽﾞ錠

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

名／月

２８日
（４週間毎）ライブリバント点滴静注

予  定  コー
ス数

ﾗｾﾞﾙﾁﾆﾌﾞﾒｼﾙ酸水和物錠
240mg 経口(分1、朝食後) 連日

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

エリキュース錠2.5mg

ｱﾋﾟｷｻﾊﾞﾝ錠
5.0mg 経口(分2、朝夕食後) 連日

ｴﾘｷｭｰｽ錠
レジメン開始
後4ヶ月間

アミバンタマブ点滴静注
１４００ mg/body

予測使用症例数 ：EGFR遺伝子変異陽性の切除不能な進
行・再発の非小細胞肺がん

適応疾患名

下記参照 ｄａｙ１,１５



登録レジメン№： １０４ー1

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
day １   Ｒｐ）　① ３０分 ５０ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 3 A  

  Ｒｐ）　② ３０分 5％ブドウ糖注 100 ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ ９０分 5％ブドウ糖注 100 ｍＬ  
点滴 エンハーツ注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　④ 側注 5%ブドウ糖注 20 ｍＬ  

ｄay2～3 内服 1日2回 デカドロン錠 8 mg

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
（忍容性良好で２回目以降30分でも可）

パロノセトロン点滴静注バッグ

ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞ ﾃﾞﾙｸｽﾃｶﾝ注 　5.4mg/kg ９０分点滴静注 　ｄａｙ１ ２１日
（３週間毎）T-DXd（ｴﾝﾊｰﾂ点滴静注用） （忍容性良好で２回目以降30分でも可）

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞ ﾃﾞﾙｸｽﾃｶﾝ(ｴﾝﾊｰﾂ)療法(肺がん)

適応疾患名
がん化学療法後に増悪したHER2
（ERBB2）遺伝子変異陽性の切除不
能な進行・再発の非小細胞肺癌

予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　１０５－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ６０分 生理食塩液 ２５０ ｍＬ  
点滴 １６８０ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

アテゾリズマブ（テセントリク）単独療法（4週毎）

適応疾患名 切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌
進展型小細胞肺癌（維持療法） 予測使用症例数 ： 名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

テセントリク注
１６８０mg/body

６０分、点滴静注
（忍容性良好で２回目以降

30分でも可）
　ｄａｙ１

28日
（4週間毎）アテゾリズマブ

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

テセントリク注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）



登録レジメン№：　１０６ー１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
ｄay１ 　Rｐ）　① １０分 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　② ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ３５０ ｍｇ  

  Ｒｐ）　③ 側注 生食注シリンジ 10 ｍＬ  

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
生理食塩液

リブタヨ注
（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

セミプリマブ注
350　mg/body 30分、点滴静注 　ｄａｙ１

21日
（3週間毎）リブタヨ点滴静注

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

セミプリマブ単独（維持）療法

適応疾患名

〇PD-L1≧50％の切除不能な進行・再発の非小細
胞肺癌
〇切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌における維
持療法(セミプリマブ＋CBDCA＋PTX併用療法4コー
ス後)

予測使用症例数 ： 1 名／月



登録レジメン№：　１０７－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
day1 内服 1 錠 （Rp５の1時間前）

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 2 A  

  Ｒｐ）　② １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 リブタヨ注 ３５０ ｍｇ  

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
  Ｒｐ）　④ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ １０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑥ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑦ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 アプレピタントカプセル80ｍｇ 1 錠
（内服） （1日1回） （デカドロン錠4ｍｇ） （1 錠） ：発疹の状況に応じて処方

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
アプレピタントカプセル125ｍｇ

パロノセトロン点滴静注バッグ

カルボプラチン注

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

１０分間、点滴静注 　ｄａｙ１
PEM

カルボプラチン注
　　　ＡＵＣ＝5 １時間、点滴静注 　ｄａｙ１

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

予  定
コース数

セミプリマブ注
　　３５０　mg/body ３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

4コース

リブタヨ点滴静注
ペメトレキセド注

　　５００　mg/㎡

適応疾患名 切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌（扁平上皮癌を除く） 予測使用症例数 ：

セミプリマブ＋CBDCA＋PEM併用療法

名／月

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔



登録レジメン№：　１０８－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
day1 内服 1 錠 （Rp５の1時間前）

  Ｒｐ）　① １５分 ５０ ｍＬ  
点滴 デキサート注３．３ｍｇ 6 A  

ファモチジン注用20mg 1 A  
ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注５ｍｇ 1 A  

  Ｒｐ）　② １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 リブタヨ注 ３５０ ｍｇ  

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
  Ｒｐ）　④ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ ３時間 生理食塩液 ５００ ｍＬ  

点滴 ｍｇ  

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）

  Ｒｐ）　⑥ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

点滴

  Ｒｐ）　⑦ １時間 ５％ブドウ糖注 ２５０ ｍＬ  
点滴 ｍｇ  

  Ｒｐ）　⑧ 側注 生食注シリンジ １０ ｍＬ  

ｄay2,3 内服 1日1回 アプレピタントカプセル80ｍｇ 1 錠

カルボプラチン注

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）
アプレピタントカプセル125ｍｇ

パロノセトロン点滴静注バッグ

パクリタキセル注

　ｄａｙ１
パクリタキセル／ＰＴＸ

カルボプラチン注
　　　ＡＵＣ＝6 １時間、点滴静注 　ｄａｙ１

カルボプラチン／ＣＢＤＣＡ

セミプリマブ注
　　３５０　mg/body ３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

４コース

リブタヨ点滴静注
パクリタキセル注

　　２００　mg/㎡ ３時間、点滴静注

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

セミプリマブ＋CBDCA＋PTX併用療法

適応疾患名 切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 予測使用症例数 ： 名／月



登録レジメン№：　１０９－１

【レジメンの内容】

【登録処方内容】
処方例 Ｒｐ№/ﾙｰﾄ 投与時間
day1   Ｒｐ）　① １５分 １００ ｍＬ  

点滴 デキサート注３．３ｍｇ 2 A  

  Ｒｐ）　② １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　③ ３０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 リブタヨ注 ３５０ ｍｇ  

（インラインフィルタは0.2または0.22μmを使用）
  Ｒｐ）　④ １０分 生理食塩液 ５０ ｍＬ  

  Ｒｐ）　⑤ １０分 生理食塩液 １００ ｍＬ  
点滴 ペメトレキセド注 ｍｇ  

ｄay2,3 （内服） （1日2回） （デカドロン錠4ｍｇ） （2 錠） ：発疹の状況に応じて処方

生理食塩液

ＶＢ12（1000μg）
1回1000μg 筋注

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで：９週毎に投与

　医　薬　品　名  （　投 与 量  ）

　ｄａｙ１
PEM

葉酸(0.5mg)
1日1回1ｇ 経口(分1、朝食後)

治療開始７日以上前から最終投与後
２２日目まで連日投与パンビタン末

セミプリマブ注
　　３５０　mg/body ３０分間、点滴静注 　ｄａｙ１

２１日
（３週間毎）

リブタヨ点滴静注
ペメトレキセド注

　　５００　mg/㎡ １０分間、点滴静注

医  　薬  　品  　名
（ 一般名 ／ 略語 ）

用　　量
（mg/㎡又はAUC）

投与時間とルート 投    与    日
１コース
の間隔

予  定
コース数

セミプリマブ＋PEM維持療法

適応疾患名
切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌
における維持療法(セミプリマブ＋
CBDCA＋PEM併用療法4コース後)

予測使用症例数 ： 名／月


